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第
五
掌

小
作
農
業
発
展
時
代

第

一

節

移
住
人
の
独
立

現
述
の
如
く
明
治
四
十
一
一
一
年
に
至
る
や
、
当
初
移
住
人
の
た
め
に
割
渡
さ
れ
た
未
墾
地
は
起
業
方
法
の
通
り
全
部
成
功
し
、

且
つ
多
年

保
護
指
導
を
加
え
た
旧
藩
士
も
漸
く
自
作
農
と
し
て
独
立
し
得
る
状
態
に
達
し
た
た
め
、
移
住
人
名
義
の
土
地
家
屋
に
設
定
し
た
百
カ
年

試
の
抵
当
権
を
解
除
す
る
と
共
に
、
徳
川
家
名
義
の
土
地
を
各
自
に
無
償
譲
渡
し
て
自
由
売
買
を
許
す
こ
と
に
決
定
し
、
そ
の
実
行
に

ヂ
し
た
。

し
か
し
て
翌
四
十
四
年
に
は
移
住
人
各
自
の
百
カ
年
賦
貸
与
金
を
残
留
期
間
の
利
子
を
割
引
い
て
一
時
返
済
と
定
め
、
抵
当
権

に
は
移
住
人
七
五
一
戸
の
百
カ
年
賦
金
が
皆
済
せ
ら
れ
、
抵
当

権
解
除
及
び
土
地
所
有
権
移
転
の
登
記
を
完
了
し
た
。
そ
の
結
果
合
計
九
二
一
一
一
町
九
反
問
赦
二
一
一
一
歩
、
平
均
十
二
町
歩
余
の
土
地
が
各
一
戸

に
分
配
せ
ら
れ
、
移
住
人
は
名
実
共
に
白
作
農
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
が
出
来
、
出
藩
士
救
済
就
産
の

解
応
部
及
び
土
地
所
有
権
移
転
の
登
記
手
続
を
な
し
た
。

か
く
し
て
大
正

は
こ
こ
に
一
段
落
を
告
げ
る

勺
向。。

に
至
っ
た
。
(
但
し
一
一
戸
に
付
五
反
歩
の
土
地
は
か
ね
て
の
約
定
に
よ
っ
て
永
小
作
地
と
し
て
徳
川
家
の
所
有
名
義
に
残
さ
れ
た
が
、
大
正

七
年
一
月
に
各
戸
に
贈
与
さ
れ
、
移
住
人
名
義
に
改
め
ら
れ
た
。
〉

初
年
以
来
明
治
四
十
三
年
ま
で
に
お
け
る
徳
川
家
関
係
の
成
功
地
積
は
畑
・
牧
場
・
山
林
・
道
路
敷
地
を
併
わ
せ
て
合
計
二
、
六
一
ニ
二

可
五
反
四
畝
四
歩
に

し
た
が
、

そ
の
中
九
二
一
一
一
町
九
反
四
欽
一
一
一
ニ
歩
が
移
住
人
に

さ
れ
た
の
で
、
残
存
地
積
ば

一
、
七

O
入

町
一
息
反
九
玖
一
一
歩
と
な
り
、
知
地
は
専
ら
小
作
人
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
た
。

そ
の
後
大
正
六
年
に
字
遊
楽
部
ハ
俗
称
立
山
汗
)
に
於
い
て

平
野
幸
三
郎
外
六
名
よ
り
原
野
地
六
へ
い
)
四
時
二
反
九
畝
一
一
七
歩
を
買
収
し
、

又
翌
七
年
に
は
吏
に
同
地
の
護
続
一
地
に
於
い
て
柏
村
谷
信
太
部

外
一
名
よ
り
原
野
地
一
一
四
町
九
反
四
欽
二
じ
歩
合
購
入
し
て
山
林
設
営
を
開
始
し
た
が
、

こ
れ
は
八

に
お
け
る
由
林
事
業
の

な
し
、
後
の
八
一
官
官
山
林
の
主
要
部
分
を
し
め
る
。

そ
の
動
機
は
お
そ
ら
く
欧
州
大
戦
の

に
よ
る
木
材
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て

山
林



の
有
利
な
る
こ
と
が

さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
隣
接
地
域
の
買
収
に
よ
っ
て
大
正
八
年
に
は
農
場
地
積
は
二
、
凶

五
二
町
七
民
八
畝
に
増
大
し
、
畑
一
、

C
一
ニ
二
町
五
反
凶
放
、

山
林
一
、

C
一
一
一
六
町
九
反
八
畝
の
外
に
未
開
地
一
二
七

O
町
七
反
九
畝
及
、
ひ

市
街
宅
地
十
二
町
四
反
六
畝
を
包
含
す
る
に
至
っ
た
。
思
み
に
当
時
の
徳
川
農
場
は
八
雲
農
場
、

野
田

ア己

の
一
一
一
部
に

分
れ
、

ノ1、

山
越
郡
八
雲
町
大
字
八
雲
村
字
砂
蘭
部
・
鷲
ノ
巣
・
遊
楽
部
其
他
の
諸
部
落
に
渉
り
そ
の
地
積

、
一
ニ
八
九
町
六
反

一一一畝、

野
田
生
農
場
は
山
路
都
八
雲
町
大
字
山
越
内
村
字
野
間
生
・
中
野
・
柏
木
原
そ
の
他
の
部
落
及
、
ひ
茅
部
郡
落
部
村
宇
野
郎
追
に
時

り
そ
二の
四地
六積
町八
ノ、 一一・

1又六
八 mr
欽四
で反
ib 七
つ畝
7こz

間
郡
大
野
村
大
学
大
野
村
字
向
野
・
文
月
の
両
部
落
に
あ
り
て
山
林
を
主
と
し
そ
の

(1) 

出
落
土
に
譲
渡
し
た
土
地
は
八
雲
農
場
に
接
続
し
た
所
で
、
山
停
率
品
物
及
び
市
街
地
附
近
字
砂
簡
側
部
野
及
び
鷲
ノ
巣
の
一
一
部
落
に
あ
っ
て
、

と
し
て
俊
等
の
地
佼
を
占
め
る
所
で
あ
る
。
(
大
島
鍛
稿
、
徳
川
農
場
)

大
正
八
年
皮
八
雲
農
場
姿
務
抜
卒
。

大
正
八
年
徳
川
幾
場
統
計
一
覧
Q

今

B
農
耕
地

(3) (Zl 

- 83ー

第

二

郎

小
作
人
の
減
増

移
住
人
の

に
よ
っ
て
出
藩
士
救
済
就
産
の

は
一
段
落
を
つ
げ
た
の
で
、

従
来
愛
知
県
そ
の
他
よ
り
募
集
し

言f

作
人
と
し
て
専
ら
小
作
農
業
の

事
務
所
と
な
し
た
。
当
時
八
雲
村
に
は
徳
川
農
場
の
外
に
若
松
・
関
白
・
中
藤
・
増
田
・
岩
盤
・
宮
村
・
石
川
・
西
国
・
入

場
が
お
り
(
い
ず
れ
も
五

O
町
歩
以
上
)
、
農
民
の
大
部
分
は
小
作
人
で
経
済
力
が
乏
し
か
っ
た
た
め
、
経
済
界
の
不
、
記
に
伴
な
い
離
脱
す

に
移
る
こ
と
と
な
り
、

大
正
厄
年
徳
川
家
開
墾
地
を
改
め
て
徳
川
，
技
場
と
称
し
、

ス
会
所
を
廃
し
て

の
諸
農

そ
の
た
め
明
治
四
十
一
一
一
年
に
は
一
一
一
、

O
一
二
九
一
戸
を
数
え
た
八
雲
村
の
戸
数
が
大
正
一
二
年
に
は
二
、
四
六
五

戸
に
激
減
し
、
徳
川
良
場
に
於
い
て
も
移
住
人
独
立
当
時
二
四
八
一
戸
を
数
え
た
小
作
人
一
戸
数
が
大
正
三
年
に
は
僅
か
一
六

O
戸
に
減
少
す

る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

経
済
学
研
究



徳
川
農
場
発
達
史
日
開

8年

2，535 

16，213 
村E時

乏去と

184 

1，066 

181 

1，051 

数

口

戸

人

ノス

徳~)I 1 1.議場

林る
に
至
っ
た
。

し
か
る
に
大
正
三
年
じ
月
欧
洲
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
景
気
が
回
復
し
、
澱
粉
価
格
が
一
得
び
高
騰
す
る
に
及

び
、
馬
鈴
薯
農
業
は

の
発
展
を
示
す
に
至
っ
た
。

そ
の
結
果
八
雲
村
の
戸
口
は
大
正
一
二
年
に
一
一
、
四
六

五
戸
、

一
一
一
一
、
八
三
八
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
年
々
増
加
し
て
需
八
年
に
は
こ
、
五
一
一
一
八
戸
、

一
六
、

人
に
達
し
た
が
、
徳
川
農
場
に
於
い
て
も
大
正
三
年
に
二
ハ

O
一
戸
、
八
九
四
人
で
あ
っ
た
小
作
人
一
戸
口
が
同

八
年
に
は
一
八
四
一
戸
、
一
、

O
六
均
一
八
に
増
加
し
た
。
そ
れ
に
伴
な
い
場
内
に
於
げ
る
学
校
施
設
の
拡
充
が

行
わ
れ
、
明
治
四
十
四
年
に
野
郎
追
大
柏
野
簡
易
教
育
所
が
野
田
追
尋
常
小
学
校
に
改
め
ら
れ
、
大
正
五
年

に
に
於
い
て
八
雲
尋
常
高
等
小
学
校
大
新
特
別
教
授
場
が
新
設
さ
れ
た
。
な
お
大
正
七
年
十

が
架
設
せ
ら
れ
、
徳
川
農
場
も
こ
れ
に
加
入
し
て
番
号
を
八
番
、
y
」
し
た
が
戸

二
月
に
は
人
前
武
村
に
始
め
て

-84-

一
戸
口
の
増
加
と
各
種
施
設
の
充
実
に
よ
り
、
翌
大
正
八

一
月
に
は
遂
に
可
制
が
施
行
せ
ら
れ

八
雲
村
は

八
雲
町
と
改
称
さ
れ
る
に
奈
っ
た
。
国
み
に
明
治
四
十
一
ニ
年
か
ら
大
正
八

に
至
る
八
雲
村
及
び
諮
問
農
場

に
お
け
る
一
戸
口
の
変
還
を
み
て
み
る
と
上
の
如
く
で
あ
る
。

(5) (4) (3) (2) (1) 

大
島
鍛
稿
、
徳
川
幾
場
。

北
海
道
農
場
調
査
〈
大
正
二
年
〉
。

大
正
一
一
一
年
度
八
雲
・
野
田
生
隠
農
場
幾
翠
統
計
表
。

大
正
八
年
度
徳
川
農
場
統
計
一
覧
。

大
島
鍛
稿
、
徳
川
農
場
。



第
一
ニ
節

基
礎
施
設
の
充
実

の
付
与
や
新
墾
費
の
支
給
は
当
然
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
又

公
共
事
業
の
発
達
に
伴
な
い
、
小
作
人
に
対
す
る
特
別
の
保
護
は
漸
次
縮
減
さ
れ
た
。
し
か
し
揺
川
農
場
の
発
足
と
共
に
、
道
路
及
び
排

水
溝
の
新
設
・
修
理
、
護
岸
工
事
等
の
基
礎
施
設
を
は
じ
め
、
農
事
試
験
・
農
事
奨
励
・
農
事
統
計
等
農
場
経
営
に
必
要
な
諸
施
設
は
、

以
前
よ
り
も
か
え
っ
て
熱
心
に
行
わ
れ
る
に
去
っ
た
。
試
み
に
大
正
四
年
北
海
道
農
場
事
業
概
況
報
一
慌
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
施
設
の
具
体

従
来
の
開
墾
小
作
に
代
っ
て
普
通
小
作
が
一
般
化
し
た
結
果
、

的
内
容
を
一

し
て
み
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

ま
ず
道
路
施
設
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
正
四
年
に
八

の
市
街
地
拡
張
を
民
的
と
し
て
八
雲
停
車
場
よ
り
遊
楽
部
浜
道
路
に
至
る

延
長
田

0
0間
の
新
道
路
を
間
開
通
し
、
交
通
の
使
を
は
か
る
と
共
に
停
車
場
前
市
街
見
付
の
体
裁
を
良
く
し
た
。
又
同
農
場
ハ

v
v
ノ
ス
ベ

ツ
突
に
一

0
0
余
間
の
新
道
路
な
開
設
せ
る
外
、
各
所
の
小
修
繕
が
行
わ
れ
た
。
な
お
北
海
道
山
庁
に
於
い
て
関
年
野
間
生
農
場
内
の
北
野

-85-

回
生
国
道
よ
り
野
回
生
原
に
至
る
延
長
約
一
一
一
笠
半
の
皇
道
を
改
修
す
る
に
際
し
、

農
場
内
に
掛
る
道
路
敷
地
ニ
町
九
反
一
畝
歩
を
寄
附
し

て
工

の
完
成
に
協
力
し
た
が

と
の
道
路
は
技
場
小
作
人
等
が
澱
粉
箱
用
材
及
び
間
乾
燥
用
薪
材
、
其
他
生
産
物
を
運
搬
す
る
に
必
要

な
唯
一
の
道
路
で
あ
る
た
め
、
改
修
後
は
小
作
人
に
多
大
の
便
宜
を
あ
た
え
た
。

次
に
排
水
施
設
に
つ
い
て
み
る
と
、
農
場
内
に
は
多
湿
又
は
沼
沢
の
如
き
土
地
が
所
々
に
存
在
し
、
徒
ち
に
萱
茅
其
他
雑
草
が
繁
茂
す

る
の
み
で
、
株
苅
場
と
し
て
す
ら
利
用
で
ま
ぬ
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
土
地
に
排
水
施
設
を
ほ
ど
と
し
て
土
質
合
改

良
す
る
時
は
多
大
の
耕
地
を
増
加
し
得
る
の
で
、
大
正
一
二
年
以
来
工
事
費
を
増
加
し
て
大
い
に
排
水
に
カ
を
口
外
し
た
。
大
正
留
年
に
お
け

は
新
設
排
水
海
一
、
九
一
一
一
八
・
五
問
、
既
設
排
水
溝
修
繕
二
二
四
回
間
及
び
河
川
の
淡
深
三
二

O
聞
に
達
し
た
。

る
工

の

更
に

コ二

に
つ
い
て
み
る
と
、
野
田
生
農
場
に
於
い
て
は
降
雨
又
は
融
雪
期
の
出
水
に
よ
っ
て
そ
の
再
岸
の
土
地
を
流
出
し
、
小

経
済
学
研
究



徳
川
農
場
発
遼
史
伺

林

作
地
に
お
け
る
被
害
が

々
少
な
く
な
い
の
で

心
経
世
出
し
て
こ
れ
が
防
止
に
努
め
、
川
道
の
切
替
及
び
コ
一
角
堤
防
の
築
造
を

堤
拐
の
総
間
数
回
六
間
に
達
し
た
。
又
大
野
農
場
に
於
い

行
っ
た
。
因
み
に

四
年
に
お
け
る
工

の
成
績
は
掘
割
の
延
長
七
七
関
、

て
は
す
で
に

γ
数
年
来
護
岸
工
事
に
努
め
ら
れ
た
結
果
土
地
流
失
の

は
な
く
な
っ
た
が
、
な
お
予
防
の
た
め
若
干
の
修
繕
が
行
わ
れ

た
。
更
に
八
雲
農
場
に
於
い
て
は
遊
楽
部
刊
の
氾
濫
に
よ
る
被
害
が
強
大
で
、
僅
少
の
防
備
を
も
っ
て
し
て
は
何
ら
効
果
が
な
く
、
且
つ

農
場
所
有
地
の
遊
楽
部
刊
に
面
す
る
地
積
が
比
較
的
少
な
い
た
め
、
府
近
関
係
地
主
と
謀
っ
て

如
き
基
礎
施
設
の
外
に
、
小
作
人
の
農
業
技
鰐
の
改
良
の
た
め
に

の

工
事
を
共
同
で
施
設
し
た
。
以
上
の

・
奨
励
及
び
統
計
調
査
が
符
わ
れ
た
。

は
農
業
を
改
良
し

の
生
産
力
を
向
上
せ
し
め
る
上
に
至
大
の
関
係
含
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
僅
少
の
費
用
を
以
っ
て

の
試
験
を
す
る
の
は
不
可
能
率
に
属
す
る
の
で
、

主
要
農
産
物
の
随
一
た
る
馬
鈴
薯
に
就
い
て

に
研
究
す
る
こ
と
と
し
、

と
し
て
数
十
部
を
印
判
明
し
て

に
口
述
し
て
小
作
人
の

に
資
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
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四
年
以
来
馬
鈴
薯
試
験
畑
を
設
け
て
品
種
の
比
較
及
び
施
把
栽
培
其
地
一
般
の
研
究
を
行
い
、

に
配
付
す
る
と
共
に
、

そ
の
成
議
は
馬
鈴
婆
研
究
所
成
績
報

く
な
か
っ
た
。

又
農
事
奨
励
と
し
て
は
、
北
野
田
生
に
お
け
る
野
回
生
青
年
同
志
会
主
催
の

馬
鈴
薯
立
毛
品
評
会

に
於
け
る
大
新
農
業

程
合
主
催
の
燕
麦
・
潟
鈴
馨
立
毛
品
評
会
、
落
部
村
に
於
け
る

の
各
種
催
物
の

し
て
袖
劫
金
の

約
を
行
う
外
、
直
接
間
接
小
作
人
の

に
続
力
奨
励
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に

は
農
場
生
産
額
の
多
寡
を
知
り
事
業
の
盛
衰
な
み
る
上
に
於
い
て
最
も
重
要
な
る
も
の
で
お
る
た
め
、
従
来
一
履
一
等
に

よ
っ
て

わ
れ
て
来
た
も
の
が

自

の

に
於
い
て

し
」

る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の

必
ず
小
作
人
の
住
居
に

い
て

と

し

マ
ノ♂

得

の
施
策

に
対
す
る
不
平
の
有
無
並
び
に

聴
取
す
る
と
共
に
農
業
に
対
す
る
周
到
な
る
指
導
を
な
す
こ
と
が
で
さ
、
殊
に
冬
期
炉
辺
に
於



い
て
家
族
と
共
に
懇
談
す
る
が
如
き
は
益
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

理
上
大
な
る

し
た
。

以
上
は
大
正
四
年
に
於
け
る
施
設
の
一
端
に
す
ぎ
な
い
が
、
他
の
年
度
に
お
い
て
も
お
そ
ら
く
悶
様
の
施
設
が
続
け
ら
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
小
作
人
に
対
す
る
直
接
の
保
護
指
導
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
村
落
の
発
達
と
共
に
小
作

人
の
生
活
が
ま
す
ま
す
公
共
化
し
、
公
共
の
施
設
に
負
う
所
が
い
よ
い
よ
多
く
な
っ
た
。
例
え
ば
八
雲
村
設
会
主
催
で
物
産
共
進
会
や
立

毛
口
問
評
会
が
毎
年
開
か
れ
、
ス
八
雲
産
牛
馬
紹
合
構
内
で
馬
匹
議
牛
共
進
会
が
屡
々
催
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
明
治
四
十
四
年
二
月
に

創
立
さ
れ
た
大
新
設
事
実
行
総
合
を
皮
切
に
農
場
内
の
各
部
落
に
農
事
実
行
組
合
が
結
成
さ
れ
、
更
に
大
正
五
年
二
月
に
は
八

売
組
合
が
創
立
さ
れ
た
が
、

加
入
者
中
場
内
の
移
住
人
及
び
小
作
人
が
最
も
多
数
を
し
め
て
い
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
公
共
事
業
に
対
す
る

多
額
の
寄
的
援
助
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
小
作
人
を
保
護
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
大
正
元
年
改
元
紀
念
事
業
と
し
て
屠
場
及

び
附
属
建
物
を
新
築
し
て
こ
れ
を
翌
年
村
に
寄
附
せ
る
が
如
き
、
又
大
正
三
年
発
疹
チ
ブ
ス
の

て
そ
の
撲
滅
に
努
力
せ
る
が
知
き
、
或
い
は
大
正
四
年
野
田
生
原
殖
民
道
路
の

に
際
し
て
多
額
の
衛
生
持
況
を
支
出
し
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に
際
し
て
敷
地
を
寄
附
し
て
そ
の
完
成
に
協
力
せ
る

立0_が
さf￥如
、を
又、

商
年
A 
に
大
正
八
年
九
月
八
雲
市
街
に
始
め
て
掘
抜
井
を
謹
成
、

一
敗
飲
料
そ
の
他
舟
水
に
供
し
て
市
構
地
の
発
展
に
寄
与
せ
る
が

の
設
立
問
題
や
瀬
棚
線
の
分
岐
点
問
題
に
つ
い
て

の

寝
食
を
忘
れ
て
そ
の
促
進
に
尽
力
せ
る

が
如
き
は

い
ず
れ
も
公
共
事
業
に
対
す
る
援
助
の
一
端
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。

(2) (1) 

こ
の
時
代
に
関
す
る
事
業
概
況
報
告
と
し
て
は
、
大
五
四
年
度
の
も
の
が
唯
一
で
あ
る
。

特
に
大
正
二
年
八
月
に
は
潟
水
氾
畿
の
為
に
欽
道
線
路
が
破
壊
さ
れ
、
メ
ブ
川
鉄
橋
ハ
鷲
ノ
盗
品
〉
附
近
で
汽
車
が
顔
伏
し
、
車
掌
及
び
制
制
動
手
一
一
名
が

絢
取
す
る
と
一
五
う
一
事
故
が
あ
っ
た
Q

(

大
島
白
出
生
稿
、
八
雲
郷
土
史
年
表
)

大
島
日
出
生
稿
、
八
雲
郷
土
史
年
表
。

大
島
鍛
稿
、
徳
川
幾
場
。

(4) (3) 

経
済
学
研
究



徳
川
農
場
発
達
史
伺

林

第

四

節

の
状
況

明
治
四
十
五
年
四
月
監
督
杉
立
正
義
の
病
伎
に
よ
っ
て
大
島
鍛
が
こ
れ
に
代
り
、

同
年
徳
川
家
開
墾
地
が
揺
川
農
場
と
改
称
さ
れ
る
に

を
起
す
に

し
一
雇
一
一
名
を
増
加
し
て
六
名
と
な
し
、

の
管
理
、
小
作
人
の
取
締
に
当
っ
た
。
そ
れ
に
伴
な
い
会
所
は
事
務
所
と
改
め
ら
れ
、

に
新
築
移
転
さ
れ
、
場
長
外
五
名
の
場
口
氏
が
そ
の
事
務
を
担
当
し
た
。
(
但
し
大
正
四

ス
事
務
の
都
合
に
よ
り
随
時
臨
時
一
一
雇
が
お
か
れ
た
。
)

翌
大
正

及
び

初
代
の
穏
川
農
場
長
と
し
て

一
万
年
に
は
判
別
邸
真
萩
館
の

の
新
事
業

小
作
契
約
は
従
来
の
小
作
約
定
詰
に
代
え
て
培
地
契
約
託
を
以
て
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
る
簡
単
で
借
地
料
及
び
借
地
期
間
に
就
い

ah3〉

て
規
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
「
約
定
二
違
背
俣
ト
キ
ハ
何
時
返
地
命
セ
ラ
ル
ル
モ
決

ν
テ
故
障
中
間
数
候
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
小

改
正
が
必
要
と
な
っ
た
が

こ
の
時
期
は
過
渡
期
で
改
正
小
作
契
約
誌
が
い
ま
だ
削
制
定
さ
れ
る
に
宝
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
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作
人
の
取
諦
、
義
務
負
担
の
詳
細
は
明
で
な
い
。
こ
れ
は
開
墾
小
作
か
ら
普
通
小
作
へ
の
移
行
に
伴
な
い
従
来
の
小
作
約
定
証
の
全
面
的

大
正
末
年
に
作
成
さ
れ
た
位
地
契
約
託
蓄
を
み
て
み
る
と
、
鍬
下
期
間
、
借
地
料
の

に
関
す
る
規
定
は
一
切
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、

成
功
一
期
限
等
、
開
墾
小
作
特
有
の

そ
の
他
は
大
体
に
於
い
て
明
治
三
十
一
年
に
訂
正
さ
れ
た
小
作
約
定
託
の
内
容
を

新
墾
費
、

継
承
し
て
い
る
か
ら
、
開
墾
小
作
に
伴
な
う
義
務
負
担
以
外
の
も
の
特
に
借
地
料
の
納
入
や
小
作
地
の
引
上
に
関
す
る
小
作
人
の
義
務
負

担
は
そ
の
ま
ま
慣
行
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
独
立
後
の
移
住
人
は
前
述
の
如
く
一
一
戸
に
付
五
反
応
少
の
土
地
を
永
小
作
地
と
し
て
認
川
家
の
所
有
名
義
に
残
し
て
お
い
た
た
め
、

七
年
十
一
月
に
そ
れ
が
各
戸
に
贈
与
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
関
は
、
特
派
の
小
作
人
と
し
て
豆
類
五
升
の
外
に
そ
の
土
地
の
地
租
を

加
算
し
た
小
作
料
を
納
入
し
た
。
又
そ
の
土
地
が
自
作
地
と
な
っ
て
か
ら
も
豆
類
五
升
の
献
上
は
依
然
と
し
て
続
け
ら
れ
た
。
吏
に
大
正

ニ
記
念
V
旦
之
ニ
報
イ
シ
コ
ト
ヲ
期
ス
ル
ト
共
ニ
移
住
人
五
ニ
親
睦
和
合
ヲ
計
」
る
た
め
、
移
住
人

五
年
に
は
怒
川
家
の

ヰノ



一
時
に
よ
っ
て
和
合
会
が
紹
識
さ
れ
、
前
記
献
上
豆
の
送
付
の
外
に
密
川
家
当
主
の
来
場
に
際
し
て
濯
組
成
会
を
関
係
す
る
な
ど
、
主
従
の

長
く
保
た
れ
た
Q

最
後
に
徳
川
家
当
主
及
び
そ
の
代
理
人
に
よ
る
巡
視
、
貴
顕
の
視
奈
は
、

十
四
年
八
月
故
従
一
位
慶
勝
公
の
霊
社
造
営
を
機
と
し
て
義
親
が
来
場
し
、

こ
の
時
期
に
於
い
て
も
屡
々
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
明
治
四

八
一
芸
神
社
に
於
い
て
八
雲
間
村
一
二
十
年
記
念
祭
を
執
行
し

た
。
又
大
正
一
一
年
に
は
天
候
不
良
で
米
関
心
持
の
大
凶
作
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
翌
大
正
一
一
一
年
五
月
に
は
降
雨
少
な
く
山
野
醤
し
く
乾

燥
せ
る
た
め
野
火
延
焼
し
小
作
人
の
住
宅
焼
宍
共
地
損
喜
多
く

に
同
年
六
月
に
は
野
田
生
停
車
場
前
市
街
地
の
火
災
に
よ
っ
て
十
八

一
戸
の
焼
失
を
み
る
な
ど
凶
災
が
続
い
た
た
め
、
同
年
八
月
義
親
の
命
に
よ
っ
て
相
談
役
一
元
家
令
海
部
昂
蔵
が
来
場
し
、
実
況
を
巡
回
視
察

し
た
。
次
い
で
大
正
六
年
七
月
に
は
義
親
が
堀
家
令
其
佑
を
槌
伴
し
て
来
場
し
、
場
内
各
部
落
を
親
し
く
巡
回
視
察
し
た
。
翌
大
正
七
年

来
場
し
、
遊
楽
部
爽
一
帯
の
心
中
で
熊
狩
を
な
し
て
一
一
識
を
獲
、

史
に
八
月
に
は
義
親
が
夫
人
間
伴
で
再
び
来
場
し
、
九
月
に
は
子
爵
加
藤
高
明
、
随
行
員
浜
口
雄
幸
・
関
和
知
・
小
池
一
一
郎
其
他
が
視
察

の
た
め
来
場
し
た
。
又
翌
大
正
八
年
一
一
一
月
に
も
義
親
が
来
場
し
て
熊
狩
を
な
し
た
が
獲
る
所
な
く
、
九
月
に
は
千
島
行
よ
り
帰
京
の
途
次

一
行
十
二
名
が
来
場
し
た
。
か
よ
う
に
舘
川
家
当
主
及
び
関
係
者
の
来
場
は
以
前
よ
り
も
か
え
っ
て
頻
繁
に
行
わ
れ
た
が
、

一
月
に
は
久
、
、
季
開
に
お
け
る
熊
の
穴
居
生
活
を
研
究
す
る
た
め

-89-

し
か
し

そ
の
目
的
が
農
場
の
管
理
そ
の
も
の
よ
り
も
熊
狩
や
避
暑
な
ど

の
も
の
に
漸
次
変
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば

E
‘
フ
工
、
。

中
J
作
V
J
4
/
3
V

(5) (.1-) (3) (Z) (1) 

大
島
鍛
稿
、
徳
川
農
場
。

大
正
四
年
北
海
道
幾
場
事
業
概
況
報
告
Q

大
託
二
年
記
、
明
且
地
契
約
一
一
説
察
綴
。

大
島
鍛
稿
、
徳
川
農
場
。

農
村
一
史
生
協
会
、
北
海
道
調
査
報
告
(
第
一
一
一
部
札
幌
研
究
会
記
事
七
頁
)
。

経
済
学
研
究



徳
川
農
場
発
達
史
的

林

(6) 

大
島
鍛
稿
、
徳
川
農
場
。

第

五

節

の
発
展

欧
州
大
戦
の
勃
発
を
機
と
し
て

t土

は
再
び

し
た
。

そ
の

の

は
解
消
し
、
作
付
反

別
は
増
大
し
た
。
す
な
わ
ち
大
正
一
一
一
年
に
八

O
一
町
一
一
反
一
一
畝
に
す
李
な
か
っ
た
も
の
が
、

同
八
年
に
は

一、

C
一
一
二
一
町
五
反
田
欽
と
な

り
、
総
作
付
反
別
が
五
年
間
に
ニ
一
一
一
一
町
一
一
一
反
二
畝
、
す
な
わ
ち
約
三

の
増
加
を
し
め
し
て
い
る
。
就
中
最
も
著
し
い
の
は
馬
鈴
薯
で

あ
っ
て
、

大
正
一
二
年
に
ニ
五
七
町
五
反
一
ニ
欽
に
す
家
な
か
っ
た
も
の
が
同
八
年
に
は
悶
五
一
一
一
町
五
反
一
一
一
款
と
作
付
反
別
が
五
年
開
に

倍
に
増
大
し
、
総
作
付
反
別
の
略
五
割
に
達
せ
ん
と
す
る
勢
で
あ
る
。
こ
れ
は
云
う
ま
で
も
な
く
こ
の
時
期
に
お
け
る
澱
粉
倒
格
の

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
時
代
は
八

に
於
げ
る
澱
粉
製
造
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。

し
か
し
新
た
に

べ
き
未
墾
地
は
す
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で
に
乏
し
く

こ
牛
伊
ノ
ヲ
心

f
、
I
!
，

に
よ
っ
て
斑
墾
地
の
地
力
は
著
し
く
減
耗
し
て
い
た
た
め
、

従
来
の
如
き
粗
放
農
法
の
継
続
に

よ
っ
て
増
産
を
留
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
プ
ラ
ク
に
よ
っ
て
表
土
の
下
の
火
山
灰
専
を
鋭
を
お
こ
し
て
所
諮
深
耕
を
行
う
と

に
、
堆
肥
を
投
入
し
て

の
有
機
質
を
補
給
す
る
た
め
に
、

馬
耕
農
業
が
奨
励
普
及
さ
れ
た
。
又
大
豆
粕
・
過
燐
酸
石
灰
・
魚

従
来
余
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
念
把
の
投
入
が
盛
に
行
わ
れ
た
。

て

ヤ
」

R
1〉

一
枚
五
月
の
大
豆
粕
が
皮
に
一
一
一
枚
以
上
も
仕
込
ま
れ
た
と
云
わ
れ
る
。

の

に
あ
た
っ
て
は
、
澱
粉
街
地
悼
の

こ

4
2き
も

、p
t
』
巾
h
f
上
隠
す
J
r

国
み
に
こ
の
時
期
に
於
け
る
各
種
作
物
の
作
付
反
別
及
び

の
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
に
よ
っ
て
み

る
と

じ
て

正
一
二
伝
乃
宝
八

一-w一
文
・
荏

の

日
作
物
の

別
は
か
え
り
て

し

の
作
物
の
作
付
反
別
が

せ
る
に
Adフ

y
g
h
u

し、。

の
目
覚
し

は
前
述
の
如
く
澱
粉
悩
絡
の

に
よ
る
も
の
勺
あ
る
が
、
大
正
七
年
に
於
け
る

の
急
激
な
る
拡
大



8年7年4年大正8年

経
済
学
研
究

18.000 
21.600 

0.500 
0.600 

20.500 
18.760 

44.000 
57.500 麦大

68.000 
68.000 

41.300 
36.725 

72.400 
21.360 

124.900 
87.430 

支 1反 5日
i収穫高

1，724.300 
3，448.250 

1，206.800 
3，048.786 

1，298.200 
2，271.850 

1，556.000 
3，667.000 

麦{反別
i収穫高

議…

1，327.900 
1，401.332 

797.500 
608.680 

989.900 
890.910 

951.500 
910.955 

対 i反 ilU
=t収穫潟大

174.600 
144.880 

141.800 
78.886 

210.400 
37.870 

391.800 
151.330 

吋 f反 ilU
品}収穫高

52.600 
52.600 

17.300 
17.787 

25.300 
27.830 

42.100 
84.400 

1反 ilU
i収穫高楽

325.300 
650.654 

350.500 
450.157 

418.800 
1，005.120 

450.600 
1，485.600 {収穫智稗

142.800 
260.760 

104.500 
136.806 

294.600 
353.520 

274.300 
554.460 黍

426.900 
632，550 

279.900 
108.870 

必7.000
469.700 

632.500 
722.550 

麦{反別
i収穫高著善

4，535.300 
123，105 

4，622.200 
100，912 

4，198.500 
117，558 

2，575.300 
83，647 ~鈴善事

26.500 49.200 
41.360 

1反別
i収穫高荏

24.400 
18.860 

58.800 
28.973 

17.300 
11.250 

49.000 
58.340 

τマ f反別
且 i収穫高碗

38.200 
35.380 

1，039.700 
349.2浸7

28.900 
26.010 

25.700 
38.550 

廷{反 ilU
i収穫高菜

259.200 
355.370 

260.600 
342.770 

2必.400
362.100 

237.800 
357.020 

ミま霊5弓，;J反 ilU 
前 i収穫高

1.500 
1.500 

5.000 
1.750 

5.500 
2.200 

12.500 
10.000 

→~ f反 ilU
口 i収穫高雲三

895.000 
44，711 

908.900 
44，895 

427.500 
32，062 

423.000 
17，975 

翠牧

262.800 231.800 185.600 172.000 ilU a 菜E手

28.500 30.800 ilU 反その{也

10，325.400 

- 91ー

10，098.300 8，888.300 8，012.200 ilU 反合計



徳
川
農
場
発
達
史
的

林

も
亦
菜
一
旦
価
格
の
急
騰
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
戦
の
影
響
を
う
け
て
海
外
に
於
け
る
需
要
が
俄
に
高
ま
っ
た

結
果
で
あ
る
が
、
同
時
に
農
家
経
済
が
著
し
く
高
品
生
産
化
し
た
こ
と
を
い
み
す
る
。
(
国
み
に
大
正
七
年
に
お
け
る
馬
鈴
薯
及
び
莱
一
足
の

付
反
別
の
増
大
は
、

作
付
反
別
は
合
計
五
六
六
可
一
一
氏
九
畝
で
、
総
作
付
反
別
の
五
割
六
分
す
な
わ
ち
過
半
を
し
め
る
〉
こ
れ
に
対
し
玉
萄
黍
及
び
牧
草
の
作

馬
耕
農
業
の
普
及
に
よ
る
耕
馬
の
飼
養
頭
数
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
ゐ
る
。
又
野
菜
の
増
反
及
び
果
樹
の
進
出
は
市

商
品
経
済
の
発
援
に

伴
な
う
麦
食
か
ら
米
食
へ
の
移
行
を
物
語
り

こ
荏

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
大
変
の
作
付
反
別
が
前
代
に
比
し
て
著
し
く
減
少
せ
る
は
、

街
地
発
展
の

の
作
付
が
減
少
し
て
殆
ん
ど
皆
無
と
な
っ
た
の
も
自
給
経
済
の
崩
壊
を

物
語
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

又
西
洋
農
具
及
び

の
台
数
を
み
て
み
る
と
下
の
如
く
で
あ
っ
て
、
プ
一
フ
ヲ
・
ハ
ロ

1
・
カ
ル
ナ
ベ

ー
タ
1

の
畜
力
農
具
及
び

潟
援
の
台
数
が
い
ず
れ
も
著
し
く
増
加
し
て
い
る
が

こ
れ
は
馬
耕

農
業
の
普
及
に
と
も
な
う
新
転
技
術
の
発
達
及
び
運
搬
能
力
の
増
大
会
意
味
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

特
に
プ
一
フ
ク
・
ハ
ロ

1
・
カ
ル
ナ
ベ
ー
タ
!
の
台
数
増
加
が

一
致
し
た
歩
み
を
示
し
て
い
る
こ
と
は

洋
式
農
兵
の
単
な
る
導
入
で
は
な
く
、
新
し
い
耕
転
校
儲
体
系
の
普
及
を
示
す
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
試
み
に
西
洋
農
具
の
普
及
率
を
み
る
と
、
大
正
三
年
に
は
延
一
一
一
一

農
家
一
一
戸
当

に
は
延
四
一
ニ

O
台
、
農
家
一
戸
当
二
・
コ
一
台
と
な
り
、

と
し
て
一
許
引
算
す
る
と
七
六
%
の
普
及
率
と
な
る
。
す
な
わ
ち
三
分
の
ニ
の

一
・
一
ニ
ム
ロ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大
正
入

が
完
全
な
る

を
リ
湿
な
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

更
に
各
種
把
料
の

み
て
み
る
と
次
の
如
く
で
ゐ
っ
て
、

過
燐
酸
石
灰
及
び
堆
肥
の

年
々
の
増
投
は
作
付
反
別
の
増
加
を
凌
駕
し

は
い
ず
れ
も
著
し
く
増
大
し
て

そ
の
結
果
反
当
の

|大正8年 4年 7年 8年

プ フ ウ 84 116 148 147 

ノ、 口 一 75 97 129 139 

カルチベータ{ 64 92 134 144 

馬車 ;5058 85 91 

馬様 103 I 118 148 137 
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い
る
。
す
な
わ
ち
大
正
一
一
一
年
に
皮
当
大
一
豆
粕

0
・
七
九
枚
、
過
燐
酸
石
灰

0
・一二

O
玖
、
堆
肥

0
・
四
八
ム
ロ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大
正
入

加
を
し
め
し
て
い
る
。

年
に
は
大
豆
粕
了
一
五
枚
、
過
燐
酸
石
灰

0
・
一
ニ
セ
玖
、
堆
肥

0
・
六
五
ム
ロ
と
な
り
、

し
か
し
絶
対
量
を
み
て
み
る
と
、

反
当
投
下
量
が
い
ず
れ
も
ニ
割
乃
至
五
割
の
増に

還
し
て
い
る
が
、
堆
肥
の
投
下
量
は
い
ま
だ
比
較
的
短
少
に
す
ぎ
ず
、

し
た
が
っ
て
地
力
の
減
耗
を
阻
止
す
る
こ

大
豆
粕
・
過
燐
酸
石
灰
等
の
金
肥
の
投
下
量
は
い
ず
れ
も
相
当
以
上
の

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
伺
え
ば
主
要
作
物
で
あ
る
馬
鈴
薯
の
反
収
が
大
正
三
年
に
三
二
・
四
俵
で
あ
っ
た
も
の
が
、

:大正8年 4年 7年 8 &:手

大主主粒(枚) 6，353 7，779 11，675 11，897 

過燐酸石灰(玖) 2，454 3，156 3，888 3，867 

いきだ粕(賞) 1，432 516 200 550 

魚 粕(貫一) 30 70 

書事 f十(石) 35 

完全肥料(臥) 21 30 一
人糞尿(荷)

数 胞(台) 摘 6I側 5 6，473 I 6，724 

経
済
学
研
究

施
肥
量
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
正
八
年
に
は
こ
七
・
一
俵
と
著
減

し
て
い
る

が
こ
れ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
於
い
て

こ
の
時
代
は
い
わ
ば
無
肥
掠
奪
授
業
に
続
く
多
賠
掠
奪
農
業
の
時
代
で

あ
っ
た
と
云
え
る
の
で
あ
る
。

長
万
部
種
馬
所
の
設
置
以
来
八

に
於
け
る
産
出
向
の
改
良
は
種
類
の

選
択
に
飼
養
管
理
に
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
、
北
海
道
に
於
け
る
屈
指
の

馬
産
地
と
罰
さ
れ
る
に
至
り
、
明
治
四
十
四
年
八
月
東
宮
殿
下
(
大
正

天
皇
)
の
本
道
御
巡
啓
に
擦
し
久

に
於
い
て
優
良
牝
馬
一
二
十
九
一
顕

を
ム
ロ
賢
に
供
し
、
且
つ
北
海
道
畜
産
連
合
会
の
選
に
よ
り
樋
田
惣
助
の

所
有
馬
献
上
の
栄
に
浴
し
た
。
又
明
治
四
十
一
一
一
年
十
月
に
第
一
回
函
館

区
外
八
郡
馬
区
共
進
会
が
八
雲
産
牛
馬
組
合
構
内
に
於
い
て
開
催
さ

れ
、
次
い
で
大
正
二
年
九
月
に
第
三
田
、

同
六
年
九
尽
に
第
五
回
が
そ

れ
ぞ
れ
問
所
に
於
い
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
産
馬
熱
は
ま
ず
ま
ず
高

8年

27.1 

1.15 

0.37 

0.65 

7年

o
o
w
b
n
a
a後

E
l
M

噌

i
n
o
n
o

-

-

白

4

噌

A
n
u
n
u

4年

28.0 

0.87 

0.35 

0.42 
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薯反収(俵)

{大豆粕(枚)

反~施目巴塁(過燐酸石灰(再入)

l堆 目巴(台)
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徳
川
農
場
発
達
史
伺

林

ま
り
、
他
方
馬
耕
農
業
の
普
及
と
柏
待
っ
て
、

々
増
加
し
、

大
正
三
年
に

の
馬
匹
の
顕
数
は

は
二
七
八
一
頭
、

翌
四
年
に
は
一
ニ

O
一
一
閣
に
達
し
た
。
そ
の
後
雑
穀
類
の

に
よ
り
頭
数
は
稲
々
減
少

し
た
が
、
二

C
O
強
を
割
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
畜
牛
の
頭
数
は
明
治
四
十
三
一
年
に
於
げ

る
常
丹
牧
場
の
廃
止
に
よ
っ
て

に
は
僅
か

に
す
、
ぎ
ず
、

以
後
漸
増
し

し
く
減
少
し
、
大
正
一
一
一

た
が
大
正
八
年
に
至
る
も
な
お

γ
一
一
期
に
す
管
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
プ
ラ
ウ
ノ
・
ハ
ロ

1
・
ヵ
ル
チ
ベ

l

グ
}
等
の
西
洋
農
兵
の
比
日
及
に
よ
っ
て
耕
一
ね
技
術
は
発
達
し
た
が
、
農
業
経
営
は
依
然
穀
萩
専
営
で
あ

っ
て
酪
農
経
営
は
い
ま
だ
お
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
豚
も
大
正
一
一
一
年
に
は
僅
か
ニ

一
頭
に
減
じ
た
が

以
後
景
気
の

に
伴
な
っ
て
急
増
し
、
大
正
八
年
に
は
五
回
一
期
に
回
復
し
た
。
又

難
は
大
正
四
年
に

一
、
五
八
五
羽
、
産
卵
数
一
也
二
、
一
一

O
O
個
に
達
し
た
が
、

そ
の
後
飼
料
価
格
の

に
伴
な
い
大
正
七
年
に
は

一
、
一
七
二
柄
引
、

一、

O
セ
セ
現
に
減
じ
た
。
な
お

翌
八
年
に
は

は
こ
の
時
代
に
入
る
や
ま
す
ま
す
衰
え

九
年
に
お
け
る
掃
立
枚
数
回
枚

四
斗
を
最
後

以
後
統
計
表
か
ら
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
大
五
四
年
以
来
新
た
に
密
蜂
の
飼
養
が
行
わ
れ
、
最
初
一
二
時
肘

と
し
て
、

大日年I4年 7年 8年

主事 278 I 301 225 208 

牛 2 8 5 11 

E家 2 8 24 54 

鶏 1，430 1，585 1，172 1，077 

養護(枚) 1 0.5 3 
(升 6 1.5 16.0 

密嫁(群) 8 10 15 
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に
増
加
し
た
。
悶
み
に
こ
の
時
期
に
お
け
る
家
畜
数
の
変
還
を
み
る
と
右
の
通
り
で
あ

に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
大
正
八
年
に
は
十

Y
Q

。前
述
の
知
く
こ
の
時
代
は
八

に
於
け
る
澱
粉
製
造
の
最
盛
期
で
あ
っ
て
、

製
造
戸
数
、
製
造
高
及
び
製
造
価
額
は
い
ず
れ
も
前
代
に

製
造
高
二
、

O
五
七
、
八
七
五
斥
、
製
造
価
額
二
ハ
二
、

比
し
て
一
段
と

し
た
。
す
な
わ
ち
明
治
四
十
二
年
に
製
造
一
戸
数
一
九
二
戸
、

五
六
七
円
で
あ
っ
た
も
の
が

欧
洲
大
戦
の

大
正
五
年
に
は
製
造
戸
数
五
五
二
一
戸
、
製
造
高

価
額
と
も
に
約
三
倍
に
増
大
し
た
。
市

に
よ
る
澱
粉
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
、

五、

C
五
七
、
八
七
五
斥
、
製
造
価
額
五
回
一
、
八

C
O
円
と
な
り
、
数
年
間
に



し
て
大
正
問

ハ
6

一
v

月
に
は
北
海
道
片
架
粉
開
業
組
合
聯
合
会
に
よ
っ
て
第
一
一
回
片
栗
粉
口
問
一
討
会
が
八
繋
小
学
校
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

ス
大
正
二
年
明
治
紀
念
一
拍
儲
一
博
賀
会
に
於
い
て
八

に
対
し
て
名
誉
金
牌
が
授
け
ら
れ
、

同
時
に
功
労
者
川
口
良
昌
に

対
し
て

が
与
え
ら
れ
た
。
既
述
の
如
く
川
口
良
昌
の
澱
粉
製
造
方
法
の

び
Iこ

に
対
す
る
功
績
は
接
大
で
あ
っ

て
、
大
正
四

八
月
に
は
八
雲
村
農
会
よ
り
木
祖
を
贈
ら
れ
、

同
七
年
八
月
に
は
北
海
道
庁
長
官
俵
孫

よ
り
銀
控
一
個
な
授
与
さ
れ
、

克
に
間
年
十
月
に
は
八
雲
小
学
校
に
於
い
て
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
た
。
大
正
問
年
に
お
け
る
農
場
内
の
澱
粉
製
造
工
場
は
一
一
八
カ
一
昨
で
、

製
造
高
は
七
回
入
、
一
一
一
五

O
斤
に
達
す
る
。

し
て
も

そ
の
後
の
変
遷
は
詳
で
な
い
が
、
澱
粉
価
治
の
急
稔
及
び
潟
鈴
要
作
付
反
別
の
増
大
か
ら
推

に
著
し
い
発
展
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
品
な
い
。

最
後
に
こ
の
時
代
以
来
漸
次
重
婆
な
地
位
を
し
め
る
に
至
っ
た
山
林
事
業
に
つ
い
て
一
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
林
事
業
は
元
来

の
直
営
で
あ
っ
て
、
そ
の
治
草
は
既
述
の
如
く
明
治
二
十
一
年
に
官
よ
り
大
野
養
蚕
所
の
払
下
げ
を
受
け
て
植
林
事
業
を
開
始
し
た

-95 -

の
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。
大
野
農
場
の
山
林
は
そ
の
地
積
的
ニ
ニ

O
可
歩
、
全
部
人
口
造
林
で
あ
っ
て
落
葉
松
・
松
・
杉
・
檎
等
を
誼

樹
し
、

山
林
の
繁
茂
と

に
木
材
の
伐
採
量
も
年
々
増
加
し
た
が
、
特
に

一
年
以
降
は
歌
削
大
戦
の
影
響
に
よ
る
木
材
儲
絡
の
高
騰

に
刺
戟
さ
れ
て
、
そ
の
数
量
は
著
し
く
増
大
し
た
。
そ
の
結
果
山
林
事
業
の
有
利
判
な
る
こ
と
が
蒼
目
さ
れ
る
に
宝
り
、

字
遊
楽
誌
に
於
い
て
原
野
地
合
計
セ
一
九
町
二
反
田
欽
二
四
歩
を
買
収
し
て
、
八

大
正
六
・
七
年
に

に
於
い
て
も
本
格
的
な
山
林
経
営
に
着
手
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
(
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
請
に
も
農
場
内
の
急
傾
斜
又
は
紗
礁
の
土
地
で
耕
作
に
適
し
な
い
所
に
落
葉
松
・
杉
等
の
植
樹
が
行
わ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
面
積
は
比
較
的
僅
少
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
)
こ
れ
は
後
の
八
雲
由
林
の
基
礎
を
な
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
大
部
分
は
潤

葉
樹
で
大
野
農
場
の
出
林
と
は
呉
な
り
天
然
吏
新
を
主
と
し
た
が
、
部
分
的
に
は
針
葉
樹
の
描
付
に
よ
る
人
工
造
林
も
行
わ
れ
た
。
な
お

に
お
け
る
苦
闘
面
積
も
大
正
四
年
に
は
一
一
一
反
歩
で
あ
っ
た
も
の
が
大
五
七
年
に
は
七
反
歩
に

拡
大
さ
れ
、
落
葉
松
・
杉
の
外
に
ニ
ゼ
ア
カ
vv
ヤ
・
黒
松
等
が
育
成
さ
れ
、
首
木
の
自
給
を
行
う
外
残
部
は
希
望
者
に
売
却
さ
れ
た
。
試

山
林
事
業
の
本
格
的
着
手
に
よ
っ
て
、

ノL、

経
済
学
研
究



徳
川
農
場
発
達
史
的
日

林

ζ
J

一
n
o
o
o
'
i
o
G

mエ
一

Q
U
Q
U
F
O

噌
止

日
u

n

d

Q

U

9

“

大
…
お

2

95 

3，192 

120 

28 

1，367 

29，412 

524 

935 

33 

松(本)

松

総菜 i封

同角材(ゴト)

校及び紫フド(来)

お(敷)

炭(俵)

落

み
に
大
正
問

七

の

の
丸
太
村
が

八
年
に
お
け
る
林
産
物
の

を
農
場
別
に
み
て
み
る

と
上
の
通
り
で
あ
っ
て
、

に
於
い
て
は

主
体
を
な
し
、
八
一
誌
に
於
い
て
は
滴
葉
樹
の

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

続
及
び
木
山
氏
が
中
心
を
な
し
て
い
た

以
上
の
如
く
こ
の
時
代
は

の

で
あ
っ
て
、
日
柄

中
心
と
す
る

代
と
は

り
地
力
の

ム
官
補
う
た
め
に
深
耕
及

の
金
肥
の
投
入
が
行
わ
れ

に
機
産
に

め
ら
れ
た
が
、
次
の
時
代
に
於
い
て
み
ら
れ
る
が

と

付
い
た
合
理

る
に
至
ら
ず
、

た
め
に
地
力
の

ムザ}毘
J
以

は
い
ま
だ

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
欧
州
大
戦
の
終
結
と
共
に
経
済
界
に
不
況
が
訪
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れ
る
や
、
農
産
物
価
格
の
下
落
(
特
に
澱
粉
価
格
の

と
地
力
の
酒
渇
は
、
小
作
農

民
を
し
て

に
百
罰
ぜ
し
め
た
ば
か
り
で
な
く

の
も
の
の
危

な
ぐJ

し
て
小も
ff' .招
人来
のし
た
の

で
あ
る

し
か
し
て
こ
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
、
酪
訟
を
奨
励

の
復
興
を
計
る
と
共
に
、
他
方
山
林
事
業
を
強
化
し
て
農
場
収

交
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
、
次
の
時
代
に
於
い
て

あ
る
。

れ
た
の
で

木

(4) (3) (2.) (1) 

太
田
正
治
、
恋
愛
村
八
一
目
一
置
の
歴
史
的
展
望
(
北
方
農
業
策
的
二
巻
第
五
号
)

大
島
日
出
生
稿
、
八
回
一
長
邦
土
史
年
表
ω

明
治
四
十
四
年
度
北
海
道
農
場
収
支
予
算
明
細
書
Q

因
み
に
八
笹
山
の
牛
は
従
来
ユ
ア
シ
ア
・
シ
ョ
ー
ト
ホ

i
ン
及
び
そ
の
雑
種
が
多
く
、
放
牧
を
主
と



(8) (7) (6) (5) 

し
て
い
た
が
、
大
民
間
年
頃
よ
り
不
ル
ス
タ
イ
ン
の
飼
養
も
行
わ
れ
た
。
八
雲
及
び
野
田
生
農
場
の
牛
は
全
部
牝
牛
で
、
乳
は
自
家
胞
に
欽
用
さ
れ
て

、、手』
Q

L
T
 

大
島
日
出
生
、
八
重
郷
土
史
年
表
。

司
右
。

大
正
問
白

河
右
。第

六
奪

小
作
人
保
護
時
代の

増
大

の

iニ

し
て

は
臼
露
戦
争
後
の
そ
れ
に
比
し
て
一
一
湾
大
で
あ
っ
た
。
前
代
と
は
異
な
り
此
時
代
に
於
い
て
は

の
会
民
の
投
入
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
澱
粉
価
格
の
暴
落
に
よ
る

は
全
く
致
命
的
で
φ

め
っ
た
。

そ

- 97-

欧
州
大
戦
後
の
農
業
恐
琉
に
よ
る

の
上

に
よ
る
所
郡
深
約
に
よ
っ
て

の
み
な

の
ぬ
力
も
徹
底
A

的
に

さ
れ
た
た
め
、
地
力
の

は

に
比
し
て
吏
に
甚
し
か
っ
た
。

そ
の
結
果
小
作
人
の
離
脱
す
る
も
の
多
く
、
各
地
に

し
た
ば
か
り
で
な
く
、
作
付
地
に
於

い
て
も
会
肥
施
用
量
の

に
よ
り
て
生
産
力
が
著
し
く
減
少
し
、
小
作
料
な
滞
納
す
る
も
の
が
続
出
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
り
小
作
人
の

経
済
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず

の
'
も
の
の

で
あ
っ
て
、

の
中
に
は
窮
迫
の
あ
ま
り
農
場
の
一
部
又
は
全
部
を
売
却
処

分
す
?
の
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
徳
川
俊
場
で
は
小
作
人
に
対
し
て

拡
大
し
、

lこ

々
の

あ
た
え
て

の
更
生
を

} 

/.;:J 

と
と
も
に
、
他
農
場
の

地
を
買
収
し
て

の
赤
字
を
林
業
瓶
入
た
も
っ
て
カ
バ
ー
す
る
方
向
に
進
ん

だ
Q

す
な
わ
ち
大
正
九
年
に

に
於
い
て
伊
藤
直
太
郎
及
び
間
口
良
昌
よ
り
土
地
五
二
町
一
畝
六
歩
を
買
収
せ
る
を
始
め
と
し
、

翌

経
済
学
研
究



徳
川
農
場
発
達
史
伺

』本

大
正
十
年
に
は
字
選
楽
部
及
び
ト
ワ
ル
ベ
ツ
に
於
い
て

一、

J
回
二
時
九
反
一
欽
二
七
歩
及
び
増
間
農
場
七
六

O
町
七
反
六
欽

一
一
歩
の
外
字
砂
関
部
に
於
い
て
一
一
八
町
田
反
八
畝
一
一
一
一
歩
を
買
収
し
、
一
史
に
大
正
十
一
一
一

い
て
寂
部
伝
次
よ
り
山
林
六
二
回
町
六
反
九
畝
六
歩
を
買
収
し
た
が
、

に
は
野
田
生
川
の
上
流
字
ガ
ロ

l
沢
下
に
於

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
山
林
事
業
を
強
化
す
る
目
的
で
購
入
せ
る
も

の
で
あ
っ
て
、

に
は
買
収
当
時
約
二
五
心
可
歩
の
畑
地
と
六
五
一
戸
の
小
作
人
が
居
り
、

こ
れ
に
対
し
て
は
既
存
の
小
作
人
に
対

す
る
と
閥
様
の
保
護
を
与
え
て

の
復
興
を
関
っ
た
が
、
他
は
い
ず
れ
も
山
林
又
は
未
開
地
若
く
は
荒
蕪
地
で
あ
っ
て
、

主
と
し

て
天
然
更
新
に
よ
る
造
林
が
計
画
さ
れ
た
。

の
山
林
八
二
二
町
?
也
氏
四
散
一
つ
歩
(
大
正
六
・
七
年
に
字
遊
楽
部
に
於
い
て
買
収
し
た
山
林

場
肉
に
散
在
せ
る
山
林
九
四
町
四
茂
九
畝
二
ハ
歩
〉
に
新
た
に
購
入
し
た
大
関
・
融
嶋
田
荷
農
場

内
の
山
休
七
七
八
可
四
良
二
畝
一
一
一
歩
合
合
し
て
八
雲
山
休
一
、
五
九
二
町
一
反
六
日
紙
一
一
一
一
歩
を
独
立
し
、
更
に
大
正
十
一
一
一
年
に
は
前
記

服
部
伝
次
よ
り
購
入
し
た
山
林
六
一
一
六
吋
六
畝
六
歩
を
も
っ
て
野
回
生
山
枠
合
創
設
し
た
。
又
大
正
十
一

し
か
し
て
大
正

こ
ま
へ

i

i
〆

セ
一
九
町
二
反
問
畝
二
回
歩
及
び
八

に
は
大
関
・
増
田
一
向
血
液
場
内

- 98… 

す
な
わ
ち
畑
二
五

O
町
入
反
九
欽
に
未
開
地
七
七
回
町
一
一
一
皮
六
欽
二
六
歩
を
合
し
た

六
歩
合
}
も
っ
て
遊
楽
部
農
場
と
称
し
た
が
、
大
正
十
四
年
以
降
昭
和
六
年
ま
で
に
毘
撲
場
内
の
未
開
地
及
び
荒
蕪
地
一
二
七
一
一
一
町
九
反
九
畝

一、

O
二
五
町
二
皮
五
欽
ニ

の
山
林
以
外
の

二
一
一
一
歩
に
造
林
が
行
わ
れ
、

ノ1、

に
…
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
大
正
九
年
に
は
一
、

O
一
一
一
六
町
九
反
(
四
一
一
・
二
%
〉
に
す
ぎ
な
か
っ

た
山
休
が
、
昭
和
六
年
に
は
二
、
九
四
回
町
九
反
田
畝
八
歩
(
五
七
・
四
%
)
に
増
大
し
、

の
重
点
が
漸
次
山
林
事
業
に
集
中
さ

えも
なる
おに

こ宝
のつ
時、た

賎こ
IZこと
おカミ

け知
るら
役:れ
)11 る
段。

場
の

地
目
別
面
積
の
推
移
を
み
て
み
る
と

大
正
十
一
一
一
年
以
請
に
於
い
で
は
佑
農
場
の
買

収
に
よ
っ
て
農

の
拡
大
が
極
め
て
著
し
く
、

大
正
九
年
に
二
、
四
五
二
町
七
皮
八
畝
に
す
一
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、

大
正
十
年
に
閥
、

一
三
一
一
六
町
入
反
一
ニ
数
一
二
歩
、

大
正
十
一
ニ
忽
に
五
、

O
一
つ
町
七
反
阻
欽
一
一
五
歩
と
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
が
、
大
正
十
四
年
以
降
に



於
い
て
は
著
し
い
変
信
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
か
し
地
菌
加
に
み
る
と
少
な
か
ら
ぬ
変
動
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
大
正
十
四
年
以
揮

畑
は

ん
ど
停
滞
的
で
あ
る
が
、

反
対
に
未
開
地
は
著
し
く
減
少
し
て

山
林
・
荒
蕪
地
・
市
街
宅
地
は
い
ず
れ
も
相
当
の
増
加
を
示
し
、

い
る
。
山
林
の
増
加
は
上
述
の
知
く
未
開
泌
及
び
荒
蕪
地
に
お
け
る
造
林
事
業
の
進
行
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

又
荒
蕪
地
の
増
加
は
既
述

の
如
く
小
作
入
の
離
農
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
っ
て
遊
楽
部
農
場
に
於
い
て
も
っ
と
も
著
し
い
が
、
市
衛
宅
地
の
増
加
は
八
雲
及
び
野
田

生
停
車
場
附
近
に
お
け
る
市
荷
一
地
の
発
達
が
著
し
く
、
そ
の
結
果
従
来
畑
地
自
で
φ

め
っ
た
も
の
が
漸
次
市
街
宅
地
に
編
入
さ
れ
る
に
歪
っ

た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
未
開
地
の
減
少
は
主
と
し
て
造
林
及
び
開
墾
の
結
楽
で
あ
っ
て
、
荒
蕪
地
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
畑

に
減
少
が
認
め
ら
れ
な
い
の
も
禾
開
地
開
墾
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

国
み
に
昭
和
六
年
に
お
け
る

二
五

O
町
二
反

八
雲
農
場
六
八
一
一
一
町
五
反
三
畝
コ
一
歩
、
野
田
生
農
場
八
五
三
町
一
一
一
反
一
ニ
畝
二
一
一
一
歩
、
大
野

畝
、
遊
楽
部
山
広
場
六
五
一
町
二
反
六
畝
一
一
一
歩
、
八
雲
心
林
二
、

O
九
三
町
六
反
六
歓
一
一
歩
、
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は

料
利
回
生
山
林
六

町
九
反
セ
畝
密
歩
を
併
せ
て
合
計
五
、

四
四
町
九
良
二
畝
ニ
四
歩
に
述
し
、

山
林
二
、

そ
の
中
に
は
畑
一
、
問
題
。
町
一
一
一
反
一
一
一
畝
七
歩
、

九
四
田
町
九
反
四
散
人
歩
の
外
に
荒
蕪
地
一
一
一
九

υ町
七
反
一
一
一
歩
、
未
開
地
一
一
一
四
回
町
一
一
セ
歩
、

歩
を
包
含
し
て
い
た
。
か
よ
う
に
徳
川
農
場
は
こ
の
時
期
に
於
い
て
他
の

及
び
市
街
宅
地
二
沼
町
九
反
八
畝
ニ

O

と
し
て
の
発
展
を
い
み
す
る
と
云
う
よ
り
も

そ
れ
は
小
作
農
場

い
わ
ば
山
林
地
主
へ
の
変
質
過
程
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
逆
に
そ
の
地
援
を
拡
大
し
た
が
、

(7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

大
正
十
四
年
度
、
徳
川
島
居
場
統
計
一
覧
。

大
島
鍛
稿
、
徳
川
農
場
。

会
計
上
で
は
大
正
七
年
に
淵
り
独
立
し
て
い
る
。
(
大
蕊
七
年
度
北
海
道
農
場
歳
入
歳
出
決
算
書
)

大
迂
十
三
年
度
、
徳
川
農
場
統
計
一
覧
。

大
正
十
一
年
度
、
北
海
道
農
場
要
務
抜
時
中
。

大
鳥
鍛
稿
、
徳
川
農
場
。

昭
和
六
年
度
、
徳
川
農
場
統
計
。

経
済
学
研
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徳
川
農
場
発
達
ゅ
ん
伺

林

泊
五
則
二
円
山
叩

小
作
人
の

欧
洲
大
戦
後
に
於
け
る
農
産
物
悩
格
の
下
落
と
地
力
の
酒
渇
に
加
う
る
に
、

こ
の
時
期
に
於
い
て

々
と
し
て

し
た
不
作
・
凶
作

な
ら
び
に
昭
和
五

に
お
け
る
投
村
不
況
の

よ
っ
て
、

に
於
い
て
も
他
の
間
泳
場
に
お
け
る
と
同
様
小
作
人
の

農
退

る
も
の
が
続
出
し
、
た
め
に
場
内
の

は
著
し
い
減
少
な
示
し
た
。
す
な
わ
ち
大
正
十
年
に

の
合
併
に
よ
っ
て

四
五
一
戸
に
達
し
た
小
作
人
戸
数
が
、
大
正
十
一
年
以
来
漸
次
減
少
し
て

セ
年
に
は
一
九
六
戸
と
な
り
、
十
一
年
間
に
四
九
戸
(
一
一

0
・

じ
%
)
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
も
こ
の
一
九
六
戸
の
中
に
は
大
正
十
一
年
以
後
に

入

し
た
五
四
戸
が
包
含
さ
れ
て
い
る
か

ら

こ
れ
を
除
外
す
れ
ば
大
正
十
年
以
降
引
続
き
在
場
ぜ
る
小
作
人
戸
数
は
僅
か
に
一
四
二
戸
で
あ
っ
て
、

に
一

O
一一一一戸(問

二
%
)
す
な
わ
ち
四
割
以
上
の
小
作
人
が

せ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
こ
れ
を

於
い
て
は
大
正
十
年
に
七
七
戸
で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
七

は
五
一
一
戸
と
な
り
、

し
か
も
そ
の

に
み
る
と

ス、

7ァ
tcー
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る
も
の
は
一
一
一
一
一
一
戸
で
あ

っ
て
四
回
一
戸
(
五
e
J
u

・
一
%
)
の

ミ
刃
心
、
J

・つも、

カヨ
6
Y
Fご
才

野
田
生
農
場
に
於
い
て
は
大
正
十
年
に
九
九
一
戸
で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和

に
は
九

一
一
一
一
戸
と
な
り
、

そ
の
う
ち
継
続
在
場
せ
る
も
の
は
入
。
一
戸
で
あ
っ
て
一
九
一
戸
つ
二
・
一
%
)
の

認
め
ら
れ
、
吏
に

)r 
，一

於
い
て
は

十
年
に
六
五
戸
で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
じ
年
に
は
悶

υ戸
と
な
り
、

そ
の
ゅ
う
ち

場
せ
る
も
の
は
一
一
五
一
戸
で
あ
っ
て

問
。
一
戸
(
六
一
・
五
%
)
の

が
認
め
ら
れ
る
。

か
よ
う
に

可

A
V
V
Q

〉」、

場
が

/¥ 

」
れ
に
次
ぎ
、

野
間
生
農
場
は
最
も
低
い
が

る
に
対
し
、

か
ら
云
っ
て
も
一
氏
当
り
生
産
力
か
ら
い
っ
て
も
遊
楽
部
農
場
が
最
も
労
患
な
条
件
に
あ

(
3
u
 

野
田
生
農
場
は
最
も
忠
ま
れ
た
条
件
に
お
か
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は

因
み
に
昭
和
江
年
現
在
に
お
け
る
小
何
人
の

み
て
み
る
と
、

一
げ
宝

の
も
の
が
四
六
戸
(
二
五

を

し
め
、
大
正
十
一
年
以
後
に
於
い
て
新
に
入
場
せ
る
も
の
が
問
分
の
一
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
て
設
も
多
い
の
は
一



。
乃
至
一
一
ひ
年
で
あ
っ
て
五
一
戸
(
二
七
・
七
%
)
を
し
め
、
次
い
で
二
一
乃
至
一
一
一
心
年
が
四
回
一
戸
(
一
二
一
了
九
%
Y
一
一
二
乃
至
四

(
二
ハ
・
一
一
一
%
)
と

お
撲
場
別
に
み
る
と

/¥、

長
く
な
る
に
つ
れ
て
漸
次
減
少
し

四
一
年
以
上
は
僅
か
に
二
一
一
一
戸
(
七
%
)
L
す
ぎ
な
い
G

一ふエ

/よ

の

に
於
い
て
は
在
場
年
数
一
一

C
年
以
下
の
も
の
が

し
め
て
い
る
の
に
対
し

野

回
生
農
場
に
於
い
て
は
反
対
に

一
一
一
年
以
上
の
も
の
が
過
半
を
し
め
、

の
長
い
も
の
が
比
較
的
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

ザ私
γ
J
寸
寸
1
4

思
t
r

日
μB

場
に
於
い
て
は
他
農
場
に
比
し
て

こ
れ
も
農
家
経
済
が
最
も
安
定
し
た
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
Q 

な
お
小
作
人
の
出
身
黙
を
み
て
み
る
と
、
愛
知
県
が
一
一
六
戸
(
六
四
・
一
%
)
で

に
み
タ
い
が

こ
れ
は
揺
川
家
と
の
縁
故
関
係

一
二
%
)
、
岩
子
偶
然
ぢ
戸
(
一
一
一
・
八
%
)
、
福
井
県
七
戸
(
一
一
一
・
八
%
)
、
山
形
県
五

に
当
初
愛
知
県
出
身
の
農
民
の
み
を
入
場
セ
し
め
た
当
然
の
結
果
で
あ
る
。
次
い
で
宮
城
県
一
閲
戸
(
七
・
六
%
)
、

(
一
了
七
%
)
、
北
海
道
四
一
戸
(
一
了
一
%
〉
等
が
主
な
る

八
一
戸
(
西

J

も
の
で
あ
る
が

い
ず
れ
も
比
較
に
な
ら
ぬ
少
数
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
て
こ
れ
を
農
場
別
に
み
る
と
、
愛
知
県
出
身
者
の
割
合
は
野
田

101-

に
於
い
て
最
大
で
あ
っ
て
八
二
・
七
%
を
し
め

)¥. 

場
の
五
F
J
・
九
%
、

の
一
一
一
二
・
五
%
よ
り
も
造
か
に
大
で
あ

円

3
)

る
が
、

こ
れ
は
野
田

は
桔
川
農
場
の
小
作
地
と
し
て
最
も
古
く
開
け
た
と
こ
ろ
で
、
愛
知
県
出
身
の
農
民
の
み
に
よ
っ
て
開
墾
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
農
家
経
済
が
安
一
定
せ
る
た
め
そ
の
後
に
お
け
る
小
作
人
の
移
動
も
比
較
的
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

(1) 

農
場
別
経
営
面
積
及
び
反
当
り
生
産
額
を
比
較
す
る
と
次
の
通
り
で
ゐ
る
。
〈
昭
和
七
年
度
融
資
家
現
況
調
査
報
告
に
よ
る
)

面
積
(
反
)
金
援
額
ハ
円
)

七
の
・
ニ
ム
ハ
・
八
三

八

一

・

二

九

・

九

五

六
0
・

六

回

・

九

九

八

雲

農

場

野

間

生

農

場

遊

楽

部

農

場

経
済
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(3) (2) 

昭
和
七
年
度
農
家
現
況
調
査
報
告
。

同

右

Q

第

三

節

小
作
人
保
護
の
強
化

農
産
物
価
格
の
下
落
と
地
力
の
澗
渇
に
よ
っ
て
疲
弊
国
患
の

に
達
し
た
小
作
人
の
授
業
経
営
を
復
興
し
、
農
家
経
済
の
安
定
を
も
た

ら
す
た
め
に
、
小
作
人
に
対
す
る
保
護
指
導
は

う
ま
で
も
な
く
、

し
く
強
化
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
道
路
・
排
水
・

の
基
礎
施
設
の
続
行
は
云

を
拡
大
し
て
従
来
の
栽
培
試
験
以
外
に

た
に
経
済
試
験
会
開
始
し
、

又
慶
一
事
奨
励
特
に
離
農
奨
励
に

を
お
い
て
堆
肥
の
増
産
や
畜
合
の
改
良
に
対
し
て
援
助
を
あ
た
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
動
力
利
用
供
給
所
を
新
設
し
て
動
力
機
械
農

兵
の
科
用
品
目
及
を
関
り
‘
或
い
は
保
温
住
宅
を
建
築
し
て
燃
料
の
節
約
を
研
究
し
、
緬
羊
の
飼
育
を
奨
励
し
て
衣
料
の
自
給
を
策
し
、
農

閑
期
の
副
業
と
し
て
農
村
美
術
を
奨
励
す
る
な
ど
、
地
力
の
増
進
、
生
産
費
の
低
下
、
生
活
費
の
節
約
、
収
入
の
増
加
等
の
た
め
に
あ
ら

ゆ
る
施
設
が
多
角
的
に
行
わ
れ
た
。

-102-

ま
ず
農
事
試
験
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
述
の
加
く
大
正
留
年
以
来
専
ら
馬
鈴
薯
の
栽
培
試
験
が
行
わ
れ
て
来
た
が
、

こ
の
時
代
に
は
ま

す
ま
す
発
展
し
て
馬
鈴
薯
品
種
見
本
衡
に
於
い
て
蒐
集
栽
培
せ
る
品
種
は
百
十
数
穫
の
多
き
に

し
、
我
留
に
於
い
て
は
殆
ん
ど
他
に
類

例
を
み
な
い
程
の
充
実
を
一
示
し
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
八
雲
匙
方
の
気
候
、
風
土
に
適
し
た
最
優
良
品
種
の
選
択
に
努
め
ら
れ
た
。
ス
部
菜
・

緑
肥
作
物
・
デ
シ
ト
コ

1
γ
等
の
試
作
を
は
じ
め
、
火
山
灰
賞
土
壌
に
お
け
る
耕
鋤
深
浅
試
験
及
び
過
燐
酸
芯
灰
の
肥
効
試
験
等
、
直
接

間
接
地
力
の
増
進
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
各
種
の
栽
培
試
験
が
新
た
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
最
も
著
し
い
の
は
こ
れ
ら
の
栽
培
試
験
以

外
に
た
に
経
済
試
験
が
実
施
さ
れ
る
に
五
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
五
十
二
年
以
来
意
鴬
農
場
を
設
け
て
燕
麦
・

玉
萄

黍

の
主
要
作
物
を
栽
培
し
、
耕
転
・
・
収
穫
・
調
製
・
侠
装
・
販
売
に
就
い
て
小
作
料
よ
り

に
至
る
ま
で
詳
細
に
精
算
し
て
そ
の
収
支
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
作
物
別
に
生
産
費
の
調
査
と
そ
の
節
減
、
を
研
究
す
る
と

の
費
用



と
も
に
、
堆
把
を
施
用
し
て
土
壌
の
改
良
、

生
産
力
の
向
上
を
実
験
し
た
が
、

こ
れ
は
農
産
物
価
格
の
下
落
に
際
し
て
小
作
人
の
経
済
観

念
を

し
、
生
産
費
の
低
下
と
生
産
力
の
向
上
に
よ
っ
て
農
村
振
興
の
一
転
機
た
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。

次
に
農
事
奨
勧
に
つ
い
て
は
、
毎
月
二
回
農
事
係
が
小
作
人
主
戸
別
に
訪
問
し
て
上
記
栽
培
及
び
経
済
試
験
の
結
果
を
指
導
普
及
す
る

は
も
と
よ
り

々
道
庁
或
い
は
農
会
よ
り
講
師
を
招
い
て
農
事
講
習
会
を
開
催
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

大
正
九
年
に
新
た
に
農
事
奨
励

規
定
を
設
け
て
、
農
場
内
の
慶
一
事
実
行
組
合
や
青
年
間
等
に
於
い
て

に
関
す
る
品
評
会
を
開
催
す
る
と
き
は
出
品
数
一
点
に
付
金
十

銭
宛
を
補
助
し
、

又
農
事
試
験
を
実
施
す
る
場
合
に
は
試
験
の
功
程
に
依
っ
て
金
十
五
円
以
内
会
補
助
し
、
更
に
毎
年
小
作
人
中
よ
り
優

良
農
家
若
子
名
を
選
考
表
彰
し
て
特
別
奨
励
費
今
授
与
す
る
こ
と
と
し
、
農
事
奨
励
一
卒
業
を
強
化
し
た
。
燃
に
酪
践
の
奨
励
に
は
特
別
の

カ
を
注
ぎ
、
小
作
人
を
援
助
し
て
畜
牛
の
共
同
購
入
を
行
わ
し
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
大
正
十
年
以
来
牛
馬
一
一
期
以
上
を
飼
養
す
る
も
の

が
牧
草
を
作
付
す
る
と
き
は
五
皮
歩
ま
で
を
限
り
其
小
作
料
の
半
額
を
免
除
し
、
又
大
正
十
一
二
年
に
は
土
地
改
良
及
び
畜
令
改
良
に
関
す

る
被
劫
規
定
を
設
け
て
経
費
の
五
割
以
内
を
補
助
し
、
特
に
堆
肥
の
増
産
に
対
し
て
は
反
当
り
一
二
百
貫
を
目
標
と
し
て
千
貫
に
付
金
一
二
円

の
割
合
で
砧
劫
会
を
交
付
し
、
更
に
大
正
十
五
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に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
尿
溜
奨
励
補
助
規
定
を
設
け
て

四
町
歩
以
上
の
ふ
作
人
で
縦
横

ム
ハ
尺
以
上
、
深
さ
一
一
一
尺
以
上
、
一
尽
さ
一
ニ
寸
以
上
の
ゴ
シ
ク
リ
l
ト
尿
揺
を
築
造
し
た
も
の
に
対
し
て
、

そ
の
容
積
一
立
方
尺
に
つ
き
金
一
二

銭
の
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
以
上
の
外
に
も
、
例
え
ば
大
正
十
倍
年
に
農
場
に
於
い
て
長
年
研
究
せ
る
深
耕
試
験
の
成

績
を
八
一
芸
新
報
紙
上
に
発
表
し
て
深
紛
の
有
利
な
る
こ
と
を
宣
伝
し
た
り
、
或
い
は
大
正
十
五
年
十
二
月
に
農
家
の
経
済
思
想
を
濁
養
す

に
配
付
記
帳
せ
し
め
る
な
ど
、
々
の
奨
励
が
な
さ
れ
た
。
又
農
事
統
計
も
引
続
き
一
行
わ
れ
、

る
た
め
農
業
家
計
簿
を
印
刷
し
て

農
場
の
実
況
な
知
る
と
共
に
小
作
人
の
生
活
及
び
営
農
の
指
導
上
重
要
な
役
割
を
果
し
た
が
、
吏
に
大
正
九
年
以
来
穂
山
川
農
場
相
談
規
定

を
設
け
て
人
事
・

の
両
顧
問
を
置
き
、
小
作
人
の
生
活
及
び
営
農
上
の
一
一
切
の
相
談
に
応
ぜ
し
め
た
が
、

こ
れ
も
侶
来
の
事
業
を

層
強
化
せ
る
も
の
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。

経
済
学
研
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更
に
大
正
十
二
年
八
月
に
は
動
力
利
用
供
給
所
を
新
設
し
て

の
生
産
費
の
低
ド
と

の
向
上
の
た
め
に
動
力
機
械
農

リ
パ
の
利
用
普
及
を
計
り
、

ト
ラ
ク
タ
ー
・
エ
ン
ヂ
ン
・
ス
レ

Z

V
ャ

l

・
ス
プ
リ
ー
ダ
ー
-
エ
シ

vv
レ
l
ヂ
カ
ッ
タ
ー
・
グ
ラ
イ
ジ
ダ

1
・

J

ア
ス
ク
ハ
ロ
ー

の

一
般
農
家
の
依
頼
に

て

し
て
そ
の
使
用
方
法
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
殆
ん
ど
実
費
に
等
し
い
料
金
で
小
作
人
そ
の
他

m
G
J
V
 

-
脱
穀
・
エ
シ
ジ
レ
}
ヂ
切
込
共
地
の
な
し
た
。
こ
れ
ら
の
動
力
機
械
農
具
の
科
舟
普
及
は
所

。
如
く
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、

し
か
し
エ
ン
ジ
レ
}
ヂ
カ
ッ
タ
ー
に
よ
る
青
刈
玉
琵
黍
の
切

は
頗
る
好
成
績
を
示
し

そ

の
結
果
サ
イ
ロ
を
建
築
す
る
も
の
が
忽
々
増
加
し
、
酪
農
の
発
達
を
促
進
す
る
上
に
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
果
し
た
。

住
宅
の
改
良
は
場
主
義
親
の
外
遊
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

で
あ
っ
て
、
外
国
の

が
防
災
、
に
一
巡
し
た

の
家
屋
に
住
居

の
期
間
に
於
い
て
も
家
族
問
壌
し
て
楽
し
く
越
冬
し
つ
つ
あ

る
生
活
状
態
を
視
祭
し
、
折
か
ら
燃
料
の
不
足
、
続
山
氏
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
凶
窮
し
つ
つ
あ
っ
た
農
場
小
作
人
を
安
住
さ
せ
る
た
め
の

せ
る
た
め
少
量
の
燃
料
で
も
室
内
の
温
度
を
保
つ
こ
と
が
で
き

最
も
適
切
な
子
段
と
し
て
、
防
索
、
保
温
住
宅
た
建
築
し
て
燃
料
の
節
約
と
農
民
生
活
の

な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
日
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築
し

テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
・
寝
台
等
を
備
え
て
場
夫
を
し
て

に
ま
ず
浮
き
一
尺
の
ゴ
ン
ク
升
ノ
ー
ト
設
で
内
部
に
ペ
ー
チ
カ
を
有
す
る
建
坪
十
二
坪
の
純
洋
式
文
化
住
宅
を
建

に
居
住
せ
し
め
、
更
に
大
正
十
五
年
に
は
仏
国
の
一
地
方
に
於
い
て

的
の
た
め
に
大
正
十

発
達
し
た
と
云
わ
れ
る
ピ

1
ゼ
建
築
法
に
よ
っ
て
、

住
宅
を
建
築
し
た
。
こ
れ
ら
の
模
範
住
宅
は
経
費
そ
の
他
の
点
か
ら
い
っ
て
、

だ
け
で
閉
め
た
浮
き
こ
尺
の
壁
を
有
す
る
ペ
ー
チ
カ
付
の

二
四
坪
の
保
温

い
ま
だ
小
作
人
一
般
を
し
て
こ
れ
を
模
倣
せ
し
め
得
る
ま

で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
も
所
期
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
防
寒
保
槌
住
宅
の
研
究
が
熱
心
に
続
け
ら
れ
た
。

締
ネ
の
奨
励
も
ま
た

の
外
遊
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

の
一
つ
で
お
っ
て

北
欧
農
村
に
於
い
て

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
後

良
に
し
て
堅
実
な
る
ホ
ー
ム
ス
八
シ
の
例
に
な
ら
い
、

小
作
人
を
し
て
綿
羊
な
飼
育
し
、

そ
の
羊
毛
を
み
ず
か
ら
加
工
す
る
こ
と
に
よ
っ

て

衣
料
の

な
き
し
め
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。

し
か
し
て
大
正
十

場
そ
の
他
か
ら
緬
羊
八

し
て
試



っ
た
が

、
ノ
ト
γ
k
f
f川
噌
-
、
A

U
長
H
U
公
判
カ

め

る
も
の
が
多
く

し
た
が
っ
て

に
対
し
て

に
飼
育
な
奨
励

す
る
ま
で
に
は
去
ら
、
な
か
っ
た
。

し
か
し

ノ

円

μ
h
J
、

打レ

F

計
ハ
川
ベ
t
J

す
な
わ
ち
紡
毛
・

ホ
ー
ム
ス
ヘ
ン
の

、
'
V

川
口
市
に

し
て

実
用
に
足
る
も
の
を
織
り
'
出
す
こ
と
が
で
き
る

こ
な
り

l

;

 

の

に
対
し
て
そ
の
技
術
を
伝
習
し
う
る
ま
で
に
至
っ
た
。

農
村
美
術
(
熊
彫
)
の
奨
励
も
向
様
義
親
の
外
認
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

欧
洲
各
面
の

の
生
活
状
態
を

せ
る
際
、
農
業
の
余
暇
に

と
し
て

の
製
作
に
カ
を
い
た
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
り
、

そ
の
普
及
を
図
っ
て
農
家
の
経
済
を
設

策
の
に
す
る
と
と
も
に
高
尚
な
る
趣
味
を
酒
養
せ
し
め
る
こ
と
は
、
窮
乏
貧
苦
に
時
ぎ
つ
つ
あ
る
小
作
人
の
救
済
策
と
し
て
、
将
又
農
村
長
岡
山
ハ

ハ
9
V

で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
る
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
正
十
三

と
し
て
掠
め
て

一
月
徳
川
農
場
の
主
催
で
八
雲

小
学
校
に
於
い
て
農
村
美
術
工
芸
品
評
会
を
開
催
し
た
の
を
始
め
と
し
、
雨
来
年
々
品
評
会
・

継
続
し
て
そ
の
発
達
を
計
つ

た
ば
か
り
で
な
く
、

の

ム
ゼ
内
外
各
国
よ
り
購
入
す
る
と
共
に
、

生
け
る
モ
デ
ル
と
し
て
北
海
道
熊
二

し

-105-

且
毎
月
研
究
会
を
開
催
し
て
互
に
そ
の
技
を
錬
駿
せ
し
め
、
特
に

ア
五
年
七
月
に
は
日
本
設
民
美
術
の
大
家
山
本
鼎
を
招
請
し
て
悶

日
間
に
一
日
一
っ
て

関
す
る
講
演
会
を
開
催
す
る

そ
の
進
歩
発
達
の
た
め
に
大
い
に
カ
を
尽
し
た
。

そ
の
結
果
昭
初
一
一
一
年
七

の

に
於
い
て
八
雲
農
民
美
術
研
究
会
出
品
の
熊
彫
及
び
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
が
高
点
で
入
賞

し
、
次
い
で
昭
和
五
年
九
月
に

に
出
品
の
能
…
彫
も
代
表
的
自

と
し
て
入
賞
し
、

ス
昭
和
六
年
第

一
二
回
農
民
芸
術
品
展
覧
会
に
出
品
の
熊
彫
は
銀
附
併
合
受
け
、
更
に
同
年
七
月
北
海
道
拓
指
博
覧
会
に
於
い
て
は
道
産
優
良
賞
を
受
領
す
る

な
ど
、
各
議
展
覧
会
等
に
出
品
入
賞
す
る
こ
と
十
数
度
に
及
ん
だ
。

か
く
し
て
八
雲
の
熊
彫
は
次
第
に
そ
の
名
を
全
国
に

し
、
製
作
者

が
増
加
す
る
と
共
に

と
し
て
の
販
路
も
確
立
し
、
販
売
額
は
年
々
約
一
万
円
に

し

の
副
業
と
し
て

な
地
位
を
し
め
る

に
至
っ
た
。

最
後
に
農
村
教
育
の
振
興
を
計
る
た
め
に
デ
ン
マ
ー
ク
の

に
な
ら
っ
て
、

大
五
十
二
年
一
月
に
八

カミ

経
済
学
研
究



徳
川
農
場
発
達
史
伺

林

開
設
さ
れ
た
が

こ
れ
も
義
親
が
外
遊
帰
朝
後
新
に
発
起
せ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
場
内
小
作
人
予
弟
の
就
学
に
つ
い
て
は
設
立
当
初

か
ら
極
力
奨
励
が
な
さ
れ
、
特
に
大
五
十
四
年
十
二
月
に
は
由
民
教
育
奨
励
補
助
規
程
合
設
け
て
、
徳
川
農
場
の
小
作
人
(
一
一
一
町
歩
以
上
)

に
入
学
す
る
も
の
に
は
在
学
中
学
資
を
縞
助
し
、
授
業
期
間
た
る
十
二
月
よ
り
翌
年
三
月
に
至
る
四
カ
月

の
子
弟
ハ
で
八

間
毎
月
会
壱
円
乃
至
参
円
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。
ス
昭
和
四
年
十
二
月
に
は
平
山
豊
一
一
一
・
山
本
清
道
の
跡
を
亨
け
て
義
裁
み
ず
か
ら

が
校
長
と
な
り
、
藍
接
そ
の
経
営
に
尽
力
し
た
。

以
上
は
い
ず
れ
も
小
作
人
に
対
す
る
誌
接
の
保
護
奨
励
で
あ
る
が

こ
れ
ら
の
外
に
公
共
事
業
に
対
す
る
各
種
の
寄
附
仰
を
混
じ
て
間
接

学
校
の

的
に
小
作
人
を
利
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
は
、
前
時
代
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
正
十
一
一
年
四
月
八
雲
中

に
際
し
て
校
令
建
築
費
に
金
六
万
円
、
校
舎
敷
地
に
土
地
六
反
六
飲
闘
牛
少
を
寄
的
せ
る
を
始
め
、
大
正
十
五
年
八
雲
神
社
の

改
築
に
捺
し
て
金
一
一
一
千
円
、

八
雲
警
察
署
の

に
捺
し
て
敷
地
四
人

O
坪、

八
雲
在
郷
率
入
会
館
新
築
に
際
し
て
金
二
百
円
を
そ
れ
ぞ
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れ
寄
附
し
、
更
に
昭
和
一
二
年
に
は
農
場
開
墾
主

と
し
て
菌
感
奨
励
の
た
め
山
越
郡
産
牛
馬
高
産
組
合
へ
競
馬
場
敷
地
九
町

九
欽
二
一
歩
及
び
事
務
所
建
築
費
と
し
て
金
一
万
円
を
寄
附
せ
る
が
如
き
は
、
そ
の
主
な
る
も
の
で
お
る
。

か
よ
う
に
こ
の
時
代
に
は
困
窮
せ
る
小
作
人
の
農
業
経
営
を
復
興
し
農
家
経
済
を
・
安
定
さ
セ
る
た
め
に
、
多
額
の
経
費
を
投
じ
て
積
極

的
に
縫
々
の
保
護
奨
励
が
な
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
他
の
農
場
に
於
い
て
は
殆
ん
ど
み
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
場
主
義
親
及
び
農
場
長

大
島
鍛
の
農
場
経
営
に
対
す
る
異
常
な
る
熱
意
と
抱
負
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
っ
た
。

に
大
島
鍛
は
農
場
長
と
し
て
徳
川
農

の
経
営

郡
産
牛
馬
干
議
長
組
合
長
及
び
波
島
高
度
組
合
副
会
長
等
を
も
兼
ね

に
努
力
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
五
十
二
年
四
月
以
降
昭
和
な
年
一
月
に
至
る
ま
で
引
続
品
目
、
八
雲
町
際
会
長
の
地
位
に
あ
り
、
更
に
山
越

に
お
け
る

ノL

の
復
興

の

?こ

v
h
V

》」

V
」

た
め
に
大
正
十
四
年
二
月
大
日
本
農
会
か

A
U
H
V
 

御
下
賜
の
名
誉
を
得
た
。

ろ
が
少
な
く
な
く
、

と
し
て

せ
ら
れ

K

J
力
j
v
p
J
3
Y
「へ

」
i

Z
、
ヌ
'
章
司

ii. 

に
は
八
雲
中
学
校
の
建
築
費
寄
附
に
関
し
、

公
誌
の
為
私
財
を
寄
附
し
功
績
顕
著
な
る



も
の
と
し
て
、
坊
主
義
親
に

ハ
悶
)

投
与
さ
れ
た
。

(13) (1均同 (10)(9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

大
島
鍛
潟
、
徳
川
幾
湯
Q

大
正
十
三
年
北
海
道
笈
場
事
業
概
況
報
告
。

大
島
鍛
稿
、
徳
川
農
場
。

大
正
十
回
年
北
海
道
農
場
事
業
概
況
報
告
。

大
去
十
五
年
北
海
道
幾
場
事
業
概
況
報
告
。

大
島
鍛
稿
、
徳
川
農
場
。

大
正
十
三
年
北
海
道
農
場
事
業
概
況
報
告
。

大
正
十
五
年
北
海
道
幾
場
事
業
概
況
報
告
。

大
正
十
三
年
北
海
道
農
場
事
業
概
況
報
告
。

関
和
六
年
度
、
八
雲
一
農
場
要
務
抜
率
。

大
島
鍛
稿
、
徳
川
農
場
。

大
島
日
出
生
稿
、
八
時
議
郷
土
史
年
表
。

昭
和
三
年
度
、
八
雲
農
場
要
務
抜
率
。
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第

四

節

小
作
料
の
滞
納

徳
川
農
場
管
理
の
上
部
機
構
と
し
て
の
怒
川
家
の
家
政
組
織
に
つ
い
て
は
従
来
全
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
昭
和
五
年
二

月
二
十
五
日
に
制
定
さ
れ
た
「
職
制
及
び
分
課
規
定
」
に
よ
っ
て
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
に
よ
る
と
、
徳
川

家
の
家
政
を
担
当
す
る
も
の
に
は
事
務
を
管
掌
す
る
職
員
と
し
て
家
令
・
家
扶
・
女
中
取
締
・
家
従
・

-
鮒
女
中
、
労
務
を
提
供
す
る

備
員
と
し
て

の
一
二
部
よ
り
な
り
、

-
運
転
手
・
未
女
中
・
給
仕
・
小
伎
が
あ
り
、

又
家
政
の
組
織
は
本
邸
・
名
古
毘
加
邸
・
八

課
長
は
家
令
の
指
揮
監
袴
の
下
に
所
管
の
業
務
を
管

本
邸
に
は
家
令
の
下
に
庶
務
課
・
会
計
課
の
二
課
を
設
け
て
各
課
に
課
長
を

経
済
学
研
究



徳
川
幾
場
発
達
史
伺

林

理
し

し
た
が
、
名
古

什
器
・
不
動
産
、

場
で
は
成
務
・
農
業

/¥ 

び

ノL

に
は
そ
れ
ぞ
れ

止
な
向
日
間
同
品
己

主
任
の
下
に
名
古

で
は
庶
務
・

-
会
計
の
各
係
な
設
け
、

主
任
は
家
令
の
指
揮
監
督
の
下
に
所
管
の
業
務
を
管
理

制
変
化
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず

し
た
が
っ
て

し
係
員
会
}
指
図
し
た
。
こ
れ
ら
の
職
制
及
び
機
構
は
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
新
た
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
既
存
の
も
の
を
改
め
て

に
は
大
な
る
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
時
代
に
於
け
る
八

場
の

は

(
家
扶
心
得
)
以
下
雇
凶
名
、

六
名
止
を
併
せ
て
合
計
十
九
名
で
、
前
代
に
比
べ
て

の

よ

二
名
、
小
伎
一
名
、

山
番
二
名
、

二
名
、

し
く
そ
の
数
を
増
加
し
た
が

こ
れ
は

の
拡
大
と

小
作
契
約
は
従
来
の
口
約
又
は

現
が
そ
れ
だ
け
繁
雑
の
度
を
加
え
る
に
五
っ
た
た
め
と

た
に
制
定
さ
れ
た

っ
て

が
、
そ
の
内
容
は
現
述
の
如
く
明
治
一
二
十

外
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、

し
た
が
っ
て

く
、
か
え
っ
て
そ
の
義
務
負
担
が
強
佑
さ
れ
て
い
る
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
借
地
料
を
郊
日
ま
で
に
納
入
し
な
い

又
一
カ
年
一
一
一
日
間
の
賦
役
が
五
日
間
に
増
大
さ
れ
、

ら
れ
る
。

に
代
っ
て
、

に
よ
る
も
の
が
漸
次
増
加
し
た

さ
れ
た
小
作
約
定
託
中
鍬
下
期
間
や
成
功
期
限
等
間
墾
小
作
に

108 

芳ド

ドr士

る

と
し
て
小
作
人
の

を
一
方
的
に
規
定
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な

ア」

ι
工
l
t
 

び
に
容
促
手
数
料
を
交
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
、

に
際
し
て
未
納
指
抱
料
、
た
は
じ
め
そ
の

他
の

削
除
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
借
地
契
約
の

に

完

納

し

な

い

場

合

に

は

、

び

其

他

の

物

件

が

う

こ

J

F
V
J
J
J
 

且
っ
そ
の
際
に
お
け
る
弁
当
料
支
給
の

の
お
よ
り
六
十
日
以
内
に
建
造
物
そ
の
他
の
既
設
物
件
を

r 
ノ¥、
戸
」

処
分
さ
れ
、

又
契
約
解
治

し
な
い
埼
合
も
間
様
に
処
八
ぶ
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
更
に
保
証
人
は
借
地

れ
る

F~去
っ
た
。

か
よ
う
に
小
作
人
の

の

ら
つ
い
て
…
包
ゐ

J 

L司

こ
工
、
工
ド
J
乍
r
J
今

、
斗
A
J
U電
ノ

/
j
i
J
Uす
H
1

し
、
ふ
、
の

ら
れ
た
が

の
ま
ま
で

る
も
の
が
多
く

さ
れ
る
も
の
設
い
は

ハ
V
J
U
C
げか

る
に
至
っ
た
た
め
で
φ

め
る
。



徳
川
農
場
に
お
け
る
小
作
料
率
は
五
カ
年
を
一
期
と
し
、
満
期
諸
に
公

正
さ
れ
た
が

び
物
価
の
高
低
に
よ
っ
て
改

り
最
低
一
円
か
ら
最
高
一
ニ
円
ま
で
で
あ
っ
て
、

こ
の
時
代
に
お
け
る
小
作
料
は

の
農
場
の
小
作
料
に
比
し
て
一
一
割
乃
五
五
割
も
低
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
山
市
、
氾
口
組
作
に
際
し
て
は
そ
の
都

A
U
3
)
 

度
相
当
の
減
額
が
な
さ
れ
る
の
が
常
で
φ

め
っ
た
。
し
か
し
農
村
不
況
と
川
凶
作
の
頻
発
に
よ
っ
て
農
家
経
済
が

著
し
く
窮
迫
せ
る
た
め
、
小
作
料
を
滞
納
す
る
も
の
が
続
出
ぜ
る
こ
と
は
、
他
の
農
場
に
お
け
る
と
同
様
で

?
¥
 
/
 

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
七
年
現
在
に
お
け
る
畑
一
地
料
延
滞
分
調
を
み
て
み
る
と
、

里子
回

生

部
の
各
農
場
の
小
作
人
合
計
二
六
二
戸
(
但
し
冶
小
作
を
含
む
)
中
小
作
料
を
完
納
ぜ
る
も
の
は
僅
か
に
八

一
戸
(
一
一
一
了
。
%
)
に
す
ぎ
ず
、
他
の
一
八

O
一
戸
会
ハ
↓
八
・
九
%
)
に
於
い
て
は
い
ず
れ
も
一
カ
年
分
以
上

の
滞
納
が
認
め
ら
れ

に
二
乃
五
一
一
一
カ
年
分
を
滞
納
せ
る
も
の
が
最
も
多
い
が
、

中
に
は
八
カ
年
分
以
上

を
滞
納
せ
る
も
の
も
あ
り
、

又
滞
納
金
額
は
逐
年
憎
加
し
、

に
不
況
時
の
昭
和
五
年
に
は
…
万
円

し
、
合
計
二
八
、
二
九

O
円
九
銭

一
一
戸
当
り
一
五
七
円
一
六
銭
に

な
お
農
場
別
に
み
る
と
、
遊

る
Q 

は
他
の
農
場
に
比
し
て
滞
納
戸
数
の
割
合
及
び
一
戸
当
り
の
滞
納
金
額
が
共
に
最
大
で
占
め
る
が
、

こ
れ
は
前
述
の
知
く
設
楽
部
農
場
の
立
地
条
件
が
他
に
比
し
て
最
も
劣
悪
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

上
述
の
如
き
小
作
料
の
滞
納
に
よ
る
収
入
の
減
少
は
、
他
方
小
作
人
の
保
護
奨
励
の
た
め
の
経
費
の

場
収
支
を
頗
る
凶
球
な
も
の
た
ら
し
め
、
多
額
の

と
相
侠
っ
て

を
発
生
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。

で
こ
の
時
代
に
は

が
熊
狩
以
外
に

挫
の
為
に
阿
世
々

る
ば
か
り

で
な
く

東
京
本
部
よ

の
堀
錦
之
丞
・

事
務
信
査
の
た
め

び
会
計
課
長
の
五

に
来
場
し

は

一
回
必
ず
出
張
し
て
技
場
収
支
を
点
検
し
、
経
費
の
節
約
を
促
す

こ

.L

i

J

 

経
済
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そ
こ

148.19 

140.61 

207.46 

8，594.50 

11，811.90 

7，883.69 

口

5

8
告

n
E

P
O
R
U
Qリ

0
0

曾

i

o
向

。。
n
G
w
h
υ

噌

E
A

八雲言幾場

野田生農場

遊楽部農場

68.9 
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と
共
に
小
作
料
の
取
立
を
鞭
持
し
た
。
又
徳
川
家
の

の
諮
問
機
関
で
あ
る
御
相
談
人
役
の
阪
本
欽
之
助
・
相
馬
半
治
等
も
時
々
視
察

の
た
め
に
来
場
し
た
。
な
お
農
場
管
理
と
は
直
接
関
係
な
い
が
、
前
代
と
毘
様
龍
一
狩
や
避
暑
の
た
め
に
義
親
及
び
そ
の
家
族
並
び
に
親

戚

・

知

人

等

が

八

月

に

北

臼

川

宮

永

久

王

殿

下

、

大

正

十

一

年

九

月

に

北

海

道

庁

長

官

官

尾

舜

治

、

大

正

々
来
場
せ
る
外
、
大
正

十
一
一
年
八
月
に
日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
長
井
上
な
っ
、

大
正
十
四
年
七
月
に
北
白
川
宮
永
久
王
殿
下
及
び
竹
田
宮
恒
憲
王
殿
下
、
大
正

長
関
屋
延
之
助
、

十
一
丸
年
七
月
に
自
由
学
院
長
羽
仁
も
と
子
、
昭
和
一
一
一
年
六
月
に
北
海
道
庁
産
業
部
長
内
藤
靖
一
一
一
郎
、
昭
和
六

毘
年
六
月
に
北
海
道
庁
長
官
池
田
秀
雄
等
、
貴
賓
・
高
官
・
名
士
等
の
来
場
も
屡
々
み
ら
れ
た
。 五
月
に
北
海
道
庁
拓
殖
部

(4) (3) (2) (1) 

昭
和
一
一
一
年
六
月
現
在
。

徳
川
耐
震
場
小
作
料
反
金
表
Q

(

大
正
十
五
年
十
一
一
月
現
在
)

昭
和
六
年
及
び
七
年
徳
川
農
場
要
務
抜
翠
参
照
。

徳
川
農
場
要
務
抜
率
。
(
大
正
九
年
乃
至
昭
和
六
年
〉

-110-

第

五

節

酪
農
の
形
成
過
程

欧
洲
大
戦
後
に
お
け
る
農
産
物
価
格
の
下
深
と
地
力
の
澗
渇
が
、
馬
鈴
薯
を
中
心
と
す
る
穀
寂
経
営
に
致
命
的
な
打
撃
を
あ
た
え
、
多

数
小
作
人
の
離
競
と
小
作
料
の
滞
納
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
現
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
特
に
澱
粉
飾
格
の
暴
落
に
よ
る
原
料
馬
鈴
薯
の
作

付
反
別
の
減
少
が

の
結
果
最
盛
時
に
は
総
作
付
反
別
の
五
割
以
上
を
し
め
た
馬
鈴
警
が
、

し
く
、
大
正
九
年
に
は
大
正
八
年
の
一
二
分
の
一
に

又
大
正
十
年
に
は

に
大
正
九
年
の
二
分
の
一
に
激
減
し
、

そ

大
正
十
年
以
後
は
僅
か
に
一
部
た
ら
ず
に
縮
少
す
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
他
方
に
於
い
て
酪
農
経
営
の
普
及
に
と
も
な
い
牧
京
・
デ
シ
ト
ゴ

1
γ

・
玉
萄
黍
・
家
畜
周
根
菜
等
の
飼
料
作
物
の
作
付
反
別
が

増
加
し
又
堆
肥
の
増
産
に
よ
っ
て
地
力
の
回
復
が
計
ら
れ
、

次
農
業
経
営
の
合
理
化
が
進
行
す
る
に
至
っ
た
。

更
に
動
力
機
械
農
呉
の
利
用
に
よ
る
生
産
費
の
節
減
が
試
み
ら
れ
る
等
、
漸



悶
み
に
こ
の
時
期
に
お
け
る
各
種
作
物
の
作
付
反
別
及
び
収
穫
高
の
変
遷
を
み
て
み
る
と
(
次
頁
参
照
)
、
大
正
八
年
に
四
五
一
一
一
町
五
反

畝
(
四
一
子
九
%
)
を
し
め
た

反
九
畝
一
一
歩
(
五
・
六
%
)
と

の
作
付
反
別
が
、

大
正
九
年
に
は

一
一
同
九
町
一
二
欽
(
一
回
・
二
%
)
、

大
正

に
は
七
五
町
五

に
減
少
し
て
い
る
が

そ
の
後
は
若
干
の
増
減
は
あ
る
が

し
い
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
、

立
っ
そ
の
後
備
格
諜
出
の
見
込
が
全
く
途
絶
す
る
に
至
っ
た
た
め
で
あ
る
。
但
し
昭
'-

iも

は
前
述
の
如
く
欧
削
大
戦
後
澱
粉
価
格
が
暴
落
し
、

和
年
代
に
入
る
と
馬
鈴
撃
の
作
付
面
積
が
幾
分
増
加
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が
、

昭和6年

48.3 飼料作物及び車メリ地の
耕地濁積i乙対する比率

1戸当与耕地面積

経
済
学
研
究

こ
れ
は

の
生
産
が
澱
粉
用
か
ら
種
子
用
え
漸
次

7町3反

転
換
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
販
路
が
縫
保
さ
れ
る
に
至
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
馬
鈴
薯
の
急
激
な
減
少
の
反
面

に
於
い
て
、
大
麦
・
小
麦
・
大
一
旦
・
小
一
豆
・
粟
・
黍

の
食
料
作
物
及
び
燕
麦
・
稗
・
玉
萄
黍
・
牧
草
等
の

調
料
作
物
は
い
ず
れ
も
そ
の
作
付
反
別
の
増
大
が
み
ら
れ
る
が
、

給
性
の
強
い
多
角
的
経
嘗
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
授
業
経
替
の
危
機
を
克
服
せ
ん
と
せ
る
も
の
に
外
な
ら
な

い
。
就
中
稗
及
び
玉
萄
黍
の
増
加
が
著
し
い
が
、

こ
れ
は
小
作
人
が
従
来
の
投
機
的
な
儀
作
か
ら
自

こ
れ
は
家
禽
飼
養
の
激
増
に
も
と
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な

h
A

大
五
十
二
、
一
一
一
年
頃
を
境
と
し
て
、
大
変
・
小
麦

小
一
旦
・
粟
・
黍

の
食
料
作
物
は
か
え
っ
て

漸
減
の
額
向
に
転
ぜ
る
に
対
し
、
同
時
・
玉
萄
黍
・
牧
草
・
J

プ
シ
ト
コ

l

y
・
家
答
用
根
菜
等
の
飼
料
作
物
及
び
天
然

草
刈
地
は
い
よ
い
よ
増
大
の
傾
向
が
著
し
い
が

こ
れ
は
乳
牛
飼
養
の
増
加
に
よ
る
穀
萩
経
営
か
ら
酪
農
経
営
へ
の

移
行
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
特
に
牧
草
及
び
草
刈
地
の
増
大
は
不
作
付
地
及
び
荒
蕪
地
左
大
幅
に
解
治
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
一
戸
当
の
経
官
商
積
を
拡
大
し
、

そ
の
結
果
農
業
経
営
の
機
械
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
輪
作
農
業
を
可
能

な
ら
し
め
、
畜
牛
の
増
殖
に
よ
る
堆
胞
の
増
産
と
相
待
っ
て
地
カ
の
増
強
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
最
後

に
畑
作
農
業
の
行
詰
り
を
打
開
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
大
正
十
年
以
降
再
び
水
稲
栽
壌
が
間
開
始
さ
れ
、
栽
培
方

法
の
改
良
に
よ
っ
て
作
付
反
別
を
拡
張
せ
ん
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
た
が
遂
に
成
功
せ
ず
、

の
増
加
が
み
ら
れ



14年 15年 昭和日2年 8年 5年 8年

19.700 16.800 16.500 7.000 9.000 19.800 
22.000 16.155 13.690 3.570 5.200 15.400 

18.300 17.500 14.100 5.400 14.800 21.700 
19.174 13.664 8.236 3.240 9.880 8.500 

2，407.311 2，328.211 2，.958879.. 000 28，，526581 .. 78090 1 13，，011881..21008 0 1，818.929 3，947.131 4，004.829 3，989.407 1，927.500 

4，185.005 4，566.223 4，388.818 4，.O45325 .010 3，419.913 3，256.170 
4，232.062 3，843.669 3，634.554 1，435.990 2，390.680 779.940 

142.300 171.300 172.100 307.318 192.600 268.900 
145.027 88.502 134.147 62.930 159.240 41.360 

111.600 113.700 142.008 143.7ω 247.123 
147.095 112.761 194.933 92.430 180.860 71.100 

243.400 217.600 186.200 191.300 191.500 247.123 
316.654 184.115 189.720 115.380 215.450 77.600 

1，195.303 1，143.423 1，372.000 1，489.600 1，，86714 7000 1，787.415 
2，531.208 2，213.411 3，211.592 1，959.890 3.374.350 1，954.380 

630.118 414.500 375.800 393.811 359.600 575.220 
441.140 252.241 313.960 158.970 239.450 362.250 

919.600 828.300 753.200 861.500 1，127.057 976.426 
29.767 23.052 20.345 22.117 24.922 17.514 

61.300 39.400 31.800 28.800 8.700 3.000 
28.979 27.198 17.420 12.380 5.000 0.750 

72.000 37.900 30.829 14.500 44.211 16.000 
64.004 19.180 18.970 ? 28.600 5.990 

856.810 724.300 666.800 634.423 646.500 651.824 
1，159.557 807.981 778.698 491.300 863.600 457.850 

1，286.617 1，333.307 1，513.629 1，41 18.430 1，650.722 1，4忍1.929
146，438 149，514 180，098 56，075 181，940 126，660 

2，111.400 2，122.626 1，934.007 1，808.406 1，730.823 1，771.526 
186，112 169，814 157，660 ? 139，135 80，811 

285.800 。 416.806 415.224 723.600 833.928 
231，161 ? 351，527 244，682 590，299 699，260 

26.400 35.127 27.300 7.500 21.000 12.300 
21，430 17，681 16，009 3，170 11，635 9，800 

34.927i 34.707 29.029 28.180 34.129 17.501 
33.483 36.951 42.117 30.080 38旬。| 0.600 

35.200 43.500 
402.321 467.011 396.514 

329.806 329.718 330.304 

58.800 1.000 46.919 52.400 27.100 

向。|同国 1 14，464.720 I問問
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大iE9年 10年 11年 12年 13年

大 変 〆(収反穫5高3(石) 75.700 98.800 91.300 34.527 29800 64.920 137.650 58.940 27.500 33.060 

小麦(反射 99.500 101.420 69.500 13.800 17.300 
収穫高 79.600 92.700 53.670 13.040 15.020 

燕麦{反別 2，568.700 3，311.206 2，608.607 2.500.713 2，517.215 
収穫高 4，535.090 5，951.230 3，956.665 

大豆{反別 2，597.720 3，623.218 3，840.907 3，787.520 I 3，959.815 
収穫高 2，992.460 3，926.610 2，612.844 2，173.080 I 3，950.780 

小豆{反別 533.600 864.801 959.900 410.423 141.700 
収穫高 705.076 909.870 415.200 68.089 99.210 

粟 {反 ilU
158.100 210.715 192.400 126.800 103.100 

収穫高 177.860 417.500 191.625 108.410 173.083 

黍
jl支別 174.700 212.824 265.000 239.700 271.200 
i収穫高 174.700 270.850 298.700 193.660 380.400 

稗
439.600 995.308 1，082.107 1，219.529 1，095.325 

収穫高 703.360 2，738.810 2，498.113 2，516.252 2，895.780 

議 愛 1ii収支穫B高5 436.300 603.203 788.018 622.115 800.329 365.500 554.400 695.483 494.431 704.640 

馬鈴婆{収反穫B高Z(後)
1，490.300 755.902 967.814 1，O2034..96264 7 683.600 
25.414 17.111 23.774 23.861 

碗豆{反別 63.300 44.300 127.800 82.500 68.100 
収穫高 60.400 38.820 65.330 39.805 37.190 

菜 豆{収反穫別高
12.900 41.202 77.200 36500 50.600 
12.440 48.570 44.580 15.730 43.650 

玉箆黍{収反穫E高Z 307.500 698.012 772.201 865.910 919.815 448.140 1，361.040 1，093.477 1，075.318 1.420.000 

1反別 973.121 698.726 832.429 1，131.428 1，185.402 
牧議 収穫高(寅) 45，171 53，388 96，459 128，424 153，286 

天然草{反富 499.929 1，078.215 I，414000.. 20221100.928 
潟地収穫(賞) 49，999 107，821 ，623 I 88，050 

デント{反 別高 78.600 174.400 
コーン収穫(禁) 64，075 165，310 

15.821 
根 収穫高(寅) 9，493 

水稲i反別 3.500 17.300 30.800 25.000 
収穫高 2.400 14.920 ヲ 16.200 

果樹反別 25.000 26.000 32.000 38.400 38.500 

議菜反 ilU 278.814 355.812 367.112 420.124 332.306 

その他反別 189.100 164.000 51.800 46.400 53.100 

合計反別ト0.424仰 13，280.005 14，251.320 114，097.318 13，583.701 

経
済
学
研
究
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5年

月

，

“

噌

i

η

o

n
，

“

噌

i

208 

169 

174 

152 

203 

ウ

カルテベーター

潟 王手

潟 様

トラクター

デスクハロー

接種機

フ

ロ

プ

ノ、

Q
U

唱

i

苛

A

噌

i

円

A

モーア{

スプリータ一

発動機 8 

1 

4 

1 

1 

1 

1 

8 

1 1 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

2 

1 

1 

スレツレノヤー

エンシレーヂ
カッター

ヘーカツタ{

穀機

6 

7 

4 2 2 1 

E見

ハ3JV

た
に
止
ま
り
依
然
試
作
の
域
を
院
し
な
か
っ
た
。

次
に
こ
の
時
代
に
お
け
る

-
潟
援
の
台
数

を
み
て
み
る
と
上
の
如
く
で
あ
っ
て

プ
ラ
ヲ
・
ハ
ロ

1
・
ヵ
ル

ナ
ベ

i
タ
l
等
の
斎
カ
農
具
が
荷
時
代
に
引
続
い
て
一
層
の
普
及

を
み
た
ば
か
り
で
な
く

生
産
費
節
減
の
た
め
に
動
力
機
械
農
具

の
使
用
が
新
に
み
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
プ
ラ
ク
・
ハ
ロ

1
・
ヵ
ル
チ
ベ
ー
タ
ー
は
い
ず
れ
も
こ
の
時
代
に

し
く
増
加
し
、

大
正
九
年
に
は
延
四
一
一
一
五
台
、
農
家
一
戸
当
ニ
・
四
台
で
あ
っ
た

も
の
が
、
昭
和
五
年
に
は
延
五
五
一
台
、
農
家
二
戸
当
二
・
八
台

-]]4-

と
な
り
、
一
二
台
一
組
と
し
て
計
算
し
た
場
合
に
お
け
る
畜
力
農
具

の
普
及
率
は
九
一
一
了
一
一
一
%
に

し
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
農
家
が
完

全
な
る
馬
耕
農
業
を
営
む
に
至
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が

えも

は
地
力
の
向
上
の
た
め
に
堆
肥
の
増
投
と
と
も
に
深
耕
が
ま
ず
ま

す
必
要
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
経
営
面
積
の
増
大
に
よ
っ
て

粉
転
技
術
の
能
率
化
が
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

な
お
馬
耕
農
業
の
管
及
と
と
も
に
馬
率
・
潟
爆
の
台
数
も
著
し
く

増
加
し

大
正
九
年
に
は
馬
車
九
六
台
、
馬
援
一
四
一
一
一
ム
ロ
で
あ
っ

は
そ
れ
ぞ
れ
一
五
二
台
、

た
も
の
が

招
和
五

二
O
三
ム
ロ
と



大正9年 10年 11年 12年 13年 14年

大豆粕(枚) 2，406 1，759 1，875 2，249 2，341 2，915 

遜燐酸石炭 (r仇) 1，880 1，772 1，621 1，750 1，763 1，980 

いさだ給(貫) 190 39 120 40 136 

魚 約(震) 205 94 432 600 1，059 904 

人類尿(石) 3，803 1.079 1，084 1，123 911 949 

寄託 安(臥) 39 2 5 

堆 肥(震) 488，400 986，918 942，552 837，976 679，151 808，206 

経
済
学
研
究

8年

大豆粕(枚)

過燐酸石灰 (r引

いきだ給{愛)

魚粕(貿)

人糞尿(石)

硫安(臥)

堆肥(賞)

3，453 

2，077 

1，030 

297 

14 

822，107 

昭和2年

3，453 

2，126 

996 

972 

13 

944，145 

大正15年

3，108 

2，098 

1，049 

960 

2 

881，811 

飛
即
時
的
に
増
大
し
、
大
部
分
の

が
馬
車
及
び
潟
援
を
所
有

す
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
最
も
著
し
い
の
は
農
産
物
価
格
の
低

落
に
対
し
て
生
産
費
節
約
の
た
め
に
動
力
機
械
農
具
の
導
入
が

行
わ
れ
た
こ
と
で
ゐ
っ
て

そ
の
発
端
は
既
述
の
如
く
農
場
が

大
正
十
二
年
八
月
に
蕗
刀
利
用
研
究
所
を
設
置
し
て
動
力
機
械

の
使
用
法
の
研
究
と
そ
の
詩
及
を
計
っ
た
の
が
姑
ま
り
で

あ
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
・
デ
ス
ク
ハ
ロ

1
・
プ
ラ
ン
タ

1
・
ポ
テ

ト
デ
ッ
タ
ー
の
如
き
耕
作
関
係
の
大
農
具
は

に

は

遂
に
普
及
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
発
動
機
・
脱
穀
機
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エ
シ

ν
レ
l
ヂ
カ
ッ
タ
ー
-
へ

l
カ
ッ
タ
ー
の
如
き
脱
穀
調
製

関
係
の
動
力
農
具
は
、
少
数
の
農
家
で
は
あ
る
が
漸
次
殺
及
が

認
め
ら
れ
、
農
業
経
営
の
合
理
化
、
特
に

の
推
進
に
少
な

か
ら
ぬ
役
割
を
来
し
た
。

農
産
物
価
格
の
偲
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
肥
料
の
価
格
は
逆
に

昂
騰
せ
る
た
め
、
大
豆
粕
・
過
燐
酸
石
灰
等
の
金
胞
の
施
用
量

は
い
ず
れ
沿
激
減
し
た
。
す
な
わ
ち
大
豆
粕
の

は

大
正
八
年
に

了
一
五
枚
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大
正
九
年
に
は

か
五
分
の
一
の

0
・
二
一
ニ
枚
に
激
減
、
翌
大
正
十
年
に
は
一
史
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に
前
年
度
の
約
ニ
分
の
一
の

0
・
二
二
枚
に
減
少
し
、

大
正
十
一
一
年
に
は

0
・
一
五
枚
と
幾
分
増
加
し
、

以
後
漸
次
増
加
の
趨
勢
に
転
じ
た

が
、
昭
和
六
年
に
宝
る
も

0
・
二
六
枚
に
す
ぎ
ず
、

依
然
大
戦
中
の
数
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

又
過
燐
酸
石
灰
も
大
正
八
年
に
は
反

当

0
・
一
一
一
ぢ
玖
で
あ
っ
た
も
の
が

大
正
九
年
に
は
約
二
分
の
一
の

0
・
一
八
川
引
に
急
減
し
、

史
に
大
正

に
は

0
・
二
一
一
玖
、

大
正
十

一
年
に
は

0
・
一
一
肌
と
引
続
き
減
少
し
、
大
正
十
二
年
に
は

0
・
一
二
玖
と
幾
分
自
複
し
、
そ
の
後
は
大
豆
粕
と
部
様
漸
次
増
加
し
た
が
、

昭
和
六
年
に
至
る
も

0
・
一
四
玖
で
あ
っ
て
、

大
戦
中
の
四
割
た
ら
ず
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
て
こ
れ
ら
金
把
の
減
少
を
補
う
べ
き

自
給
肥
料
た
る
堆
把
の
生
産
量
も
、
器
援
的
な
奨
励
策
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
大
正
十
一
一
一
年
以
前
に
於
い
て
は
む
し
ろ
連
年
減
少
の
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
翌
大
正
十
四
年
以
来
漸
次
増
加
の
趨
勢
に
転
じ
、
特
に
昭
和
五
年
以
降
に
於
い
て
は
飛
躍
的
な
増
加
を
示
し
、
昭
和
ム
ハ

に
は
反
当
の
投
下
風
一
患
が
一
セ
四
貫
に

し
、
奨
勝
目
標
の
一
一
一

O
O貫
に
は
い
ま
だ
遥
か
に
及
ば
な
か
っ
た
が
、
大
戦
中
の
一
一
一
倍
以
上
に
増

か
よ
う
に
堆
肥
の
投
下
量
が
増
加
す
る
に
と
も
な
い
、
疲
弊
し
た
地
力
も
次
第
に
恢
後
せ
ん
と
す
る
微
授
を
示
し
、

次
増
加
の
趨
勢
に
あ
っ
た
が
、

各
種
作
物
の
反
収
も
漸
次
上
向
の
領
向
を
一
示
す
に
至
っ
た
。
な
お
こ
の
時
代
に
は
化
学
肥
料
と
し
て

そ
の
絶
対
量
は
い
ま
だ
比
較
的
優
少
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

た
に
琉
安
の
使
用
が
始
ま
り
、
漸
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大
す
る
に
至
っ
た
。

飼
料
作
物
の
作
付
皮
加
の
増
大
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
様
に
、

大
戦
後
家
畜
の
…
践
数
は
い
ず
れ
も
増
加
し
た
が
、
就
中
も
っ
と
も
著
し

い
の
は
省
宇
の
一
頭
数
で
あ
っ
て
、
酪
農
経
営
の
普
及
に
と
も
な
い
飛
躍
的
な
発
震
を
示
し
た
。

し
か
し
て
そ
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
も

の
は
、

大
正

一
月
に
茅
部
・
出
越
部
農
会
の
主
催
で
野
間
生
で
開
催
さ
れ
た
農
事
講
習
会
に
於
い
て
、
遊
山
げ
畜
産
課
よ
り
派
迭
さ
れ

ずこ

に
瀕
し
た
本
道
の
畑
作
附
設
業
を
復
興
す
る
に
は
混
同
経
蛍
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の

た
め
に
は
畜
ネ
の
餌
育
が
必
要
か
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
浮
図
技
師
の
こ
の
講
演
は
、
澱
粉
飾

洛
の
暴
落
と
地
力
の
澗
渇
に
よ
っ
て
疲
弊
園
患
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
小
作
人
に
一
道
の
光
明
を
あ
た
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
農
場
の
荒
廃

を
一
愛
一
ほ
し
つ
つ
あ
っ
た
場
長
の
大
盛
岡
鍛
に
も
絶
大
な
感
銘
を
あ
た
え
、
酪
農
の
奨
競
に
よ
っ
て
小
作
人
の
農
業
経
営
を
更
生
せ
ん
と
す
る

田
信
寿
技
師
が
、
掠
奪
農
法
に
よ
っ
て



決
意
を
な
さ
し
め
る
に
至
っ
た
。
か
く
し
て
同
年
四
月
野
田
過
部
落
の
小
作
人
等
が
野
田
追
畜
や
組
合
を
設
立
し
て
乳
牛
の
共
同
購
入
を

申
合
せ
、
組
合
員
の
連
帯
保
証
及
び
徳
川
祭
場
の
追
保
証
に
よ
っ
て
北
海
道
拓
涯
銀
行
か
ら
一
一
戸
当
百
円
乃
至
泊
五
十
円
の
資
金
を
常
入

れ
て
、
上
機
郡
知
内
及
び
木
古
内
方
面
か
ム
一
牝
牛
の
導
入
念
行
。
た
の
を
始
め
と
し
、
大
正
十
二
年
一
二
口
け
に
は
鷲
ノ
巣
高
卒
組
合
、
同
十

周
年
八
月
に
は
大
新
事
牛
組
合
等
、
農
場
内
の
各
部
落
に
畜
牛
組
合
の
結
成
が
行
わ
れ
、
小
作
人
以
外
に
同
部
落
の
自
作
農
家
も
こ
れ
に

加
わ
っ
て
乳
牛
の
共
問
購
入
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
農
場
内
は
も
ち
ろ
ん
八
雲
地
方
一
般
に
於
い
て
乳
牛
頭
数
が
漸
次
増
加
し
た
が
、

特
に
木
村
町
長
を
は
じ
め
川
江
良
回
目
・
幡
野
直
次
・
梅
村
多
十
郎
等
吋
内
有
力
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
北
海
道
煉
乳
株
式
会
社
が
大
正
十

一
年
六
月
に
産
業
組
合
の
澱
粉
製
造
工
場
合
}
改
造
し
て
牛
乳
の
受
入
を
開
始
し
、
廷
に
翌
十
二
年
七
月
に
は
近
代
的
な
煉
乳
工
場
を
竣
工

し
て
操
業
を
開
始
す
る
に
及
び
、
多
量
の
原
料
乳
の

に
よ
っ
て
乳
牛
頭
数
は
急
激
に
増
加
し
た
。
す
な
わ
ち
大
正
九
年
に
は
壁
か
九

頭
に
す
ぎ
な
か
っ
た
農
場
内
の
乳
牛
頭
数
が
、
翌
大
正

に
は
共
同
購
入
に
よ
っ
て
一
躍
九
五
頭
に
増
加
し

そ
れ
よ
り
五

の
大

一司 117一一

正
十
五
年
に
は
四
一
五
頭
と
大
正
十
年
の
更
に
四
・
五
倍
に
激
増
し

に
於
い
て
も
始
め
て
牛
乳
の
販
売
が
み
ら
れ
た
大
正
十
一
年

に
は
穫
か
に
一
七
七
石
余
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大
正
十
五

に
は
二
、
七
一
二
八
石
と
約
十
五
倍
に
躍
進
し
、
酪
農
へ
の
転
換
が
め
ざ
ま
し

く
進
行
す
る
に
去
っ
た
。
そ
こ
で
酪
農
経
営
の
基
礎
を
ま
す
ま
す
強
化
す
る
と
共
に
、
更
に
一
一
層
の
発
援
を
期
す
る
た
め
に
、
大
正
十
五

年
一
月
に
農
場
の
主
催
で
畜
牛
奨
励
記
念
大
講
演
会
を
開
催
し
、
再
び
津
田
技
師
を
招
鳴
し
て
八
雲
・
野
泊
生
・
遊
楽
部
の
ゴ
一
カ
所
に
於

い
て
講
演
を
行
い
、
小
作
人
は
じ
め
一
般
農
家
に
聴
講
せ
し
め
た
。
な
お
昭
和
二
年
以
後
に
於
い
て
は
第
二
期
拓
殖
計
画
の
一
環
と
し
て

道
庁
み
ず
か
ら
が
酪
農
の
奨
励
に
乗
出
し
、
そ
の
結
果
堆
肥
品
評
会
・
尿
溜
研
究
会
・
ナ
イ
ロ
講
翠
会
・
エ
シ

V
レ

l
ヂ
研
究
展
覧
会
・

赤
ク
ロ
パ

1
研
究
発
表
会
等
各
種
の
奨
励
事
業
が
農
会
や
畜
産
組
合
の
主
催
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
た
め
、
農
場
の
奨
勝
施
設
と

相
待
っ
て
酪
血
液
の
普
及
は
ま
す
ま
す
著
し
く
、

昭
和
六
年
に
は
乳
牛
頭
数
は
五
八
二
頭
と
大
正
L
i
五

の
了
四
倍
に
、
Tγ 

J、

は
四
、
四

五
一
石
と
間
様
了
六
倍
に
増
大
す
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
当
時
の
酪
農
は
商
業
的
に
乳
牛
が
こ
加
味
し
た
い
わ
ゆ
る
混
諸
経
営
で
あ
っ
て
、

経
済
学
研
究
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涯
の
方
法
が
叡
め
て
粗
放
で
あ
っ
た
た
め
、
飼
料
の
不
足
か
ら
栄
養
不
良
に
陥
入
る
乳
牛
が
少
な
く
な
任
、
技
術
的
に
い
ま
だ
未

熟
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く

一
般
経
済
界
の
不
況
に
加
う
る
に
外
国
乳
製
品
の
圧
迫
並
び
に
乳
製
品
会
社
相
互
の
無
統
制
ダ
シ
ピ
シ
グ

に
よ
っ
て
乳
製
品
の
市
怖
が

せ
る
た
め
、
規
乳
会
社
(
北
海
道
煉
乳
会
社
は
昭
和
一
二
年
以
来
大
臼
本
乳
製
品
株
式
会
社
に
合
併
)
が

一
の
受
入
制
設
を
行
っ
て
い
わ
ゆ
る
牛
乳
騒
動
たハ9
一
v

合
連
合
会
に
よ
る
原
料
乳
の
一
一
応
的
統
制
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

乳
価
の
大
幅
値
下
げ
と

し
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
や
が
て
北
海
道
製
酪
販
売
組

そ
れ
ま
で
は
販
売
条
件
が
整
わ
な
い
た
め
に
酪
農
は
経
済

的
に
も
安
定
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

高
牛
の
増
加
に
は
及
ば
な
い
が
、
馬
も
混
同
経
営
の
奨
励
に
加
う
る
に

の
低
落
並
び
に
馬
耕
農
業
の
普
及
に
よ
っ
て
、
戦
後

年
々
そ
の
頭
数
止
を
増
加
し
、
大
正
九
年
に
は
二
一
八

に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
昭
和
二
年
に
は
四

O
田
頭
と
殆
ん
ど
倍
増
す
る
に
歪

っ
た
。

そ
の
後
農
村
不
況
の
深
酷
化
と

の
普
及
に
よ
る
乳
牛
と
の

の
た
め
に
、
和
々
減
少
し
て
昭
和
六
年
に
は
一
二
一
一
一
六

と

な
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っ
た
が
、

大
正
九
年
に
比
す
る
と
依
然
五
割
以
上
の
増
大
と
な
っ
て
い
る
。
蕗
も
戦
後
部
肉
の
価
格
の

数
を
増
加
し
、
大
正
十
年
に
は
一
五

O
頭
に
還
し
た
が
、
そ
の
後
澱
粉
製
造
の
衰
退
に
よ
る
澱
粉
粒
の
減
少
及
び
肉
儲
の
変
動
に
よ
っ
て

昭
和
六
年
に
は
四
一
一
期
と
最
盛
時
の
約
四
分
の
一
に
減
少
す
る
に
至
っ
た
。
又
難
も
飼
料
価
格
の
下
落
に
よ
っ
て
戦
後
空
前
の

の
養
難
は
全
道
一
の
盛
況
を
呈
す
る
に
至
っ
た
が
、
農
場
内
に
於
い
て
も
大
正
八
年
に
は

に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
そ
の

激
減
し
、

発
展
を
示
し
、

当
時
八

一、

O
七
七
羽
に
す

ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
大
正
九
年
に
は
一
、
六
七
六
羽
、

翌
大
正
十
年
に
は
一
ニ
、
八
一
一
一
羽
と
飛
臨
的
な
増
大
を
示
し
、

そ
の
後
判
明
々
減
少

し
て
昭
和
六

?に
は

一
、
五
九
七
羽
に
な
っ
た
が
、

大
正
八

に
比
す
る
と
依
然
五
割
近
く
の
増
加
で
あ
る
。

に
締
ネ
は
既
述
の
如
く

足主
ιーミ

の
奨
一
協
に
よ
っ
て
大
正
ア

ミ

干
J

コ
も
こ
〉
ふ

ふ

μ
1
l才、
1
J
T
カ

技
術
が

戸
-
、
ノ

世一一ぷ一

る
も
の
が
多
く

そ
の
結
果
大
疋
十
一
二
年

には一一一一一一一郊の

が
み
ら
れ
た
も
の
が
、
潮
次
減
少
し
て

ん比ーに

.....".-::， 

U 

壮一切。一一

る
の
み
と
な
り
、
昭
和
六
年
以

後
は

か
ら
全
く
姿
を
泊
す
に
至
っ
た
。
な
お
養
蜂
も
戦
後
漸
次
発
達
し
て
大
正
十
二
年
に
は
ニ
八
群
と

の
飼
J

品
交
数
を
示
す
に
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後

牛

経
済
学
研
究

至
っ
た
が
、
越
冬
法
の
研
究
不
足
の
た
め
久
、
、
季
開
に
死
滅
す
る
も
の
が
多
く
、

そ
の
結
果
漸
次
減

少
し
て

ゴ
一
年
に
は
農
場
直
営
の
一
群
の
み
と
な
り
、

翌
昭
和
四
年
以
後
は
皆
無
と
な
っ
た
。

そ
の
後

か
よ
う
に
戦
後
飼
料
価
格
の
下
落
に
よ
っ
て
何
れ
の
家
高
も
著
し
い
増
加
を
示
し
た
が
、

と
も
な
い
荒
々
増
加
を
続
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
じ
、
ひ
と
り
乳
牛
の
み
が
酪
践
の
奨
励
普
及
に

不
況
の
深
酷
化
に
と
も
な
い
漸
減
又
は
凋
落
に

大
戦
中
に
お
け
る
海
外
需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
た
澱
粉
製
造
も
、
戦
後

盛
況
を
取
戻
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
大
正
八
年
ゴ
一
月
に
一

は
逆
に
海
外
需
要
の
途
絶
に
よ
る
鮪
格
の
暴
落
に
よ
っ
て
潰
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
再
び
往
時
の

七
円
八
十
銭
(
小
樽
市
相
場
)
と
最
高
値
に
達
し
た
澱
粉
僻
格
が
、
翌
大
正
九

年
五
月
に
は
鑑
か
二
円
七
十
銭
に
惨
門
部
ぜ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
後
大
正
十

に
い
た
っ
て
価
格
復
旧
の
見
込
が
全
く
途
絶
す
る
に
い
た
っ
た
た
め
、
澱
粉

製
造
を
廃
止
す
る
も
の
が
続
出
し
、
大
正
十

六
月
に
は
産
業
組
合
直
営
の

澱
粉
製
造
工
場
も
北
海
道
棟
乳
株
式
会
社
に
よ
っ
て
牛
乳
工
場
に
改
造
さ
れ
、

更
に
大
正
十
一
二
年
七
月
に
は
明
治
一
一
一
十
七
年
以
来
二
一
年
間
継
続
し
た
八

同
組
合
の
事
務
所
は
八
雲
町
4

に
買
収
さ
れ
る

架
粉
間
業
組
合
が
解
散
と
な
り
、

に
宝
っ
た
。

そ
の
結
果
八

に
お
け
る
澱
粉
製
造
高
は
激
減
し
、
農
場
内
に
於

い
て
も
大
五
四
年
に
製
造
工
場
二
八
、
製
造
高
九
、
九
七
八

(
最
盛
時
の
大

f'乙

し
い
発
展
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
数

正
八
年
に
は

5年

7 

1，115 

-119-

工場数

生産高(袋)



徳
川
農
場
発
達
史
品
目

林

学
が
な
い
の
で
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
)
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
五
年
に
は
製
造
工
場
七
、
製
造
高
一
、
一
一
五
袋
と
い
ず
れ
も

し
い
減
少
を
示
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
原
料
馬
鈴
薯
の
作
付
反
別
も
前
述
の
如
く
顕
著
に
縮
少
す
る
に
至
っ
た
。
か
よ
う
に
澱
粉
製
造

の
羽
落
は
地
力
の
溺
渇
と
相
待
っ
て
、
穀
寂
経
営
か
ら
酪
農
経
営
へ
の
移
行
合
必
然
な
ら
し
め
た
泊
糠
的
動
出
で
あ
っ
た
。

上
述
の
如
く
澱
粉
価
格
の
暴
落
と
地
力
の
酒
渇
に
よ
っ
て
危
殆
に
瀕
し
た
小
作
人
の
農
業
経
営
も
、
農
場
当
局
の
熱
心
な
る
保
護
指
導

に
よ
っ
て
漸
次
農
業
経
営
の
合
理
化
が
進
行
し
、
穀
萩
経
山
富
か
ら
酪
農
経
営
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
が
、
農
場
経
営
そ
の
も
の
か

ら
み
る
と
、
小
作
料
の
滞
納
に
よ
る
収
入
の
減
少
と
保
護
奨
励
の
た
め
の
経
費
の
増
大
と
に
よ
っ
て
、
農
場
収
支
は

あ
っ
て
、

そ
れ
を
或
程
度
ま
で
お
ぎ
な
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、

の
連
続
で

農
場
誼
営
の
山
林
事
業
か
ら
の
収
入
す
な
わ
ち
林
業
ー
収
入
で
あ
っ
た
。

山
林
事
業
の
有
利
な
る
こ
と
は
す
で
に
大
戦
中
か
ら
蒼
隠
せ
ら
れ

六
、
七
年
に
は
原
野
地
合
計
七
一
九
町
余
を
買
収
し
て
八

Iこ

於
い
て
も
本
格
的
な
山
林
経
営
に
若
手
せ
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
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こ
の
時
期
に
は
農
産
物
価
格
の
暴
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
木

材
価
格
は
比
較
的
安
定
し
、
特
に
大
正
十
二
年
以
後
に
於
い
て
は
関
東
大
震
災
の
影
響
で
逆
に
著
し
い
高
騰
を
み
る
に
去
っ
た
た
め
、
場

の
指
示
に
よ
り
山
杯
占
卒
業
は
農
場
の
事
業
中
将
来
も
っ
と
も
~
待
望
な
る
も
の
と
し
て
重
課
せ
ら
れ
、
前
述
の
知
く
既
存
の
山
林
以

外
に
新
た
に
他
農
場
の
荒
廃
地
を
買
収
し
て
八
雲
山
林
及
び
野
田
生
由
林
を
創
設
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
正
十
一
年
以
来
部
分
木
規
程

を
設
け
て
小
作
人
に
奨
勤
し
て
農
場
内
の
未
開
の
原
野
及
び
荒
蕪
地
に
檀
林
を
行
わ
し
め
た
た
め
、
山
林
荷
積
は
飛
躍
的
に
増
大
し
て
大

正
九
年
に
一
、

O
一
一
一
六
可
九
一
以
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
大
正
十
五
年
に
は
二
、
六
七

O
町
八
反
と
な
り
、
吏
に
昭
和
六
年
に
は
ニ
、
九
四

田
町
九
反
と
十
一
年
間
に
約
一
一
一
倍
に
拡
大
す
る
に
至
っ
た
。

ス
苗
闘
の
面
積
も
山
林
の
拡
張
と
権
樹
熱
の
高
揚
に
よ
る
苗
木
需
要
の
増
大

に
よ
っ
て
漸
次
拡
大
さ
れ
、
特
に
大
正
十
四
年
に
は
そ
れ
ま
で
八
雲
地
方
唯
一
の
宙
関
経
営
者
で
あ
っ
た
八
雲
農
園
の
解
放
を
機
と
し

て
、
前
年
ま
で
八
反
歩
に
す
ぎ
な
か
っ
た
苗
闘
が
一
挙
に
一
町
五
反
歩
に
拡
大
さ
れ
た
。
な
お
山
林
地
積
の
増
大
に
と
も
な
い
合
理
的
な

経
営
方
針
を
確
立
す
る
た
め
に
、
昭
和
一
一
年
七
月
に
東
京
本
部
よ
り
徳
川
川
林
政
史
研
究
室
勤
務
の

土
川
合
徳
太
郎
が
東
大
生
題
名
と



落葉松(本) 8，245 5，060 5，226 4，5471 4，997 7，412 4，132 

松 4，262 6，491 499 1781 11 183 93 

杉 5，273 2，792 1，026 2，475 1，507 1，2801 4，7131 6，545 

F舎 341 23 25 21 19 56 63 

i濁菜樹 31 4 10 21 67 10 5021 6291 2 

同角材(石) 1，631 694 2，418 7901 218 306 46 90 

草寺 (数) 575 4，680 1，996 5871 276 703 801 6731 6291 445 

校及柴木(東) 1，579 964 737 摘 !1815 1，869 3，645 3，9751 4，202; 2，963 

木炭(後) 12，380 18，000 57，800 24，000115，000 10，500 3，570 1，3451 ? 1 ? 

|す~I 畔 1 11年 l 畔[畔 1 14年 l 畔 I~Jg l 昨\ 5年
経
済
学
研
究

と
も
に
派
遣
さ
れ
、
東
大
教
授
欝
部
一
郎
博
士
の
指
導
監
督
の
下
に
大
野
農
場
山
林
施
業
案

を
調
査
作
成
し
、

又
同
年
十
一
月
に
は
大
島
場
長
の
命
に
よ
っ
て
山
林
係
竹
内
信
隣
が
信
州

視
察
に
派
遣
さ
れ
、
更
に
昭
和
六
年
六
月
に
は
北
大
教
校
新
島
菩
直
博
士

に
よ
っ
て
八
雲
山
林
及
び
野
回
生
山
林
の
視
察
調
査
が
行
わ
れ
た
。
因
み
に
こ
の
時
代
に
お

木
目
白
地
方
の

け
る
林
産
物
の
販
売
数
量
を
み
る
と
上
の
如
く
で
あ
っ
て
、
昭
和
年
代
に
入
る
と
販
売
数
量

は
一
般
に
減
少
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が

こ
れ
は
震
災
後
一
時
高
騰
せ
る
木
材
価
格
が
経

済
界
の
不
況
に
よ
っ
て
漸
次
低
落
せ
る
こ
と
の
外
に
、

八
雲
及
び
野
田
生
山
林
に
お
け
る
成

水
が
好
況
時
に
多
く
伐
採
し
つ
く
さ
れ
て
残
木
が
舘
少
と
な
り
、
そ
の
結
果
用
材
並
び
に

炭
材
の
生
産
が
減
少
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
大
な
る
原
因
で
あ
る
。
し
か
し
山
林
事
業
そ
の
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で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
稚
樹
の
生
育
に
よ
る
材
積
の
増
加
量
一
が

時
価
に
換
算
し
て
年
々
二
万
数
千
円
に
達
す
る
と
云
う
事
実
か
ら
み
て
、
小
作
地
経
営
よ
り

も
の
は
依
然
と
し
て

も
山
山
林
事
業
が
遥
か
に
有
科
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
東
京
本
邸
の
徳
川
家
主
脳
部
に
於
い
て
は
、

十
年
以
上
に
渉
る
赤
字
の
連
続
に

よ
る
失
費
の
増
大
を
解
決
す
る
た
め
に
、
昭
和
八
年
以
来
農
場
経
営
の
重
点
を
専
ら
山
林
事

業
に
集
中
す
る
こ
と
と
し
、
小
作
地
経
営
に
つ
い
て
は
従
来
の
保
護
主
義
を
廃
し
て
極
力
経

費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
滞
納
小
作
料
、
を
整
理
し
て
収
入
の
増
大
を
も
た
ら
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
収
支
の
均
衡
を
維
持
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
漸
次
解
放
し
て
小
作
人
の
自
作
農

犯
を
計
る
こ
と
に
基
本
方
針
を
樹
立
し
、
間
和
八
年
盟
月
保
護
主
義
を
堅
持
せ
る
場
長
大
島



徳
川
農
場
発
達
史
伺

林

鍛
に
代
え
て
久
保
田
正
秋
(
会
計
主
任
〉
を
場
長
に
任
じ
、
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
発
達
を
と
げ
て
来
た
徳
川
農
場
も
時
流
の
外
に
立
つ
こ
と
を
得
ず

か
よ
う
に
過
去
数
十
年
に
渡
っ
て
特
異

り
、
山
林
地
主
と
し
て
の
色
彩
を
い
よ
い
よ
強
化
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。 こ
の
時
期
を
転
機
と
し
て
漸
次
解
体
過
程
に
底
部
す
る
こ
と
と
な

(
次
回
完
結
)

大
正
十
年
度
、
徳
川
農
場
統
計
一
覚
。

大
正
九
年
度
、
徳
川
農
場
統
計
一
覧
。

大
正
十
年
度
及
び
十
一
年
度
、
徳
川
幾
場
統
計
一
覧
参
照
。

大
島
鍛
稿
、
徳
川
農
場
。

大
田
正
治
、
滋
農
村
八
雲
の
歴
史
的
展
望
。
な
お
拓
銀
か
ら
の
資
金
の
借
入
に
つ
い
て
は
徳
川
農
場
の
斡
旋
特
に
会
計
係
真
野
鉦
之
翰
の
努
力
が
特
記

さ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
拓
銀
函
館
交
活
に
乳
牛
共
同
購
入
資
金
の
借
入
折
衡
の
た
め
出
張
中
、
急
性
盲
腸
炎
に
鶴
撚
転
ぞ
併
発
、
函
館
市
立
病
践
に

て
急
逝
し
た
。

大
島
日
出
生
稿
、
八
雲
郷
土
史
年
表
。

大
正
十
五
年
北
海
道
農
場
事
業
概
況
報
告
。

大
自
即
日
出
生
、
八
一
議
郷
土
史
年
表
。

大
尽
正
治
、
酪
幾
村
八
雲
の
燦
史
的
展
望
。

平
和
記
念
東
京
簿
覧
会
北
海
道
出
品
協
会
、
最
近
の
北
海
道
(
大
正
十
一
年
)
七
一
頁
。

松
野
弘
、
八
雲
飴
震
の
生
成
と
展
開
ハ
北
海
道
幾
業
研
究
第
十
一
号
〉

徳
川
幾
場
の
収
支
に
つ
い
て
は
別
稿
「
徳
川
農
場
収
支
決
算
考
」
を
用
意
し
つ
つ
あ
る
が
、
差
当
っ
て
次
表
ぞ
掲
げ
る
。

大

正

九

年

(5) (4) (3) (2.) (1) (!司叫同(紛 (8)(7) (6) 

定員歳差

十

年

広口、四一一七・
0
3

四六回一一一千九八

一一一、九五一・
0

一一

寸ー

年

一一一一、一六且・耳七

五一)、一六一・
0

五

付廿、九九五・四八

ート

年

一一一旦、一一九一一一-七一一

四一]六九一千一一回

H

Z

J

一一口一・五一一

十
a 
年

四ニ、七一二一
0
・一一五

四(〕、(」一一千七回

一一、七一四・四九
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十
五
年

一一也、八一一・
0

七

五七、四七一(・一一一一一

一円九六六一千一六



昭

和

二

年

歳歳

一一己、十円七一・穴一一

五一ヰ間四一九・
cz一

一一一内、五八八・甘(〕

Z
七、{
(
Z

一ニ・四一

出入

差

ωい四、七七ヤ四

(-) 

一、C
閉口一入一

百|

側証制胸白7)([6) U5)似)附

大
正
十
三
年
北
海
道
県
民
場
事
業
概
況
報
告
。

大
正
十
五
年
北
海
道
農
場
事
業
概
況
報
告
。

同
お
。

昭
和
一
一
年
度
、
八
雲
農
場
婆
務
談
窓
。

昭
和
六
年
度
、
八
雲
農
場
要
務
抜
泰
。

昭
和
一
一
年
度
、
北
海
道
農
場
収
支
総
予
算
書
。

問
和
四
年
度
、
北
海
道
幾
場
収
支
総
予
算
委
。

昭
和
八
年
度
、
八
雲
農
場
要
務
抜
翠
。

経
済
学
研
究

生ド

[Gj 

年

z
z
d一一九・八六

五七、一一一一四・奈川

村
田
、
O

九四・宏一

五

主ド

一一旬、七一さ・一品九

三七、。九六・
2
八

日門丸、一一一五五ゐ九

ムノ、
年

八、一一一(平一九

一六、十六七一一・回世一

ハ円八、四
O
下一一回

tコ

年
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